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行
政
計
画
（
法
）
論
に
お
い
て
「
整
合
性
の
原
則
」
と
い
う
も
の
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
計
画
間
で
の
整
合
性
の
確

（
１
）
 

保
ま
た
は
調
整
を
要
請
す
る
原
則
」
と
定
義
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
行
政
計
画
相
互
の
調
和
を
求
め
る
原
則
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
制
定
法
上
、
例
え
ば
「
市
町
村
が
定
め
る
都
市
計
画
は
、
基
本
方
針
に
即
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
ど
（
都

計
法
一
八
条
の
二
第
四
項
）
あ
る
い
は
「
全
国
計
画
以
外
の
国
の
計
画
は
、
国
土
の
利
用
に
関
し
て
は
、
全
国
計
画
を
基
本
と
す
る
も
の

（
２
）
 

と
す
る
」
（
国
土
利
用
法
六
条
）
と
い
う
よ
う
に
し
て
定
め
ら
れ
る
。

学
説
に
お
け
る
こ
の
原
則
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
様
々
で
あ
る
が
、
計
画
そ
れ
自
体
の
相
互
関
係
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
も
の
と
、

計
画
を
決
定
す
る
主
体
相
互
の
組
織
法
的
な
調
整
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
計
画
に

対
す
る
法
律
に
よ
る
内
容
的
規
制
の
問
題
、
あ
る
い
は
（
訴
訟
に
お
け
る
）
計
画
の
実
体
的
統
制
の
問
題
、
と
く
に
計
画
に
係
る
裁
量
権

（
３
）
 

（
４
）
 

行
使
の
「
指
針
」
に
関
す
る
問
題
と
見
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
「
計
画
体
系
」
な
る
も
の
を
想
定
す
る
も
の
も
あ
る
。
後
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ

（
５
）
 

に
お
い
て
は
、
行
政
主
体
間
あ
る
い
は
行
政
機
関
間
の
調
整
手
法
の
点
か
ら
議
論
す
る
も
の
や
、
と
り
わ
け
、
地
方
公
共
団
体
の
、
国
の

（
６
）
 

計
画
策
定
に
対
す
る
参
加
権
の
問
題
と
し
て
考
察
す
る
も
の
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
壷
ｂ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
相
互
に
排
他
的
な
も
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
相
違
こ
そ
が
整
合
性
の
原
則
の
多
面
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

整
合
性
の
原
則
に
関
し
て
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
課
題
は
多
い
。
例
え
ば
、
こ
の
原
則
を
上
述
の
よ
う
に
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る

〈【ｌ）

と
し
て
も
、
そ
れ
が
法
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
や
機
能
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
し
、
こ

は
じ
め
に 法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

五
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の
原
則
か
ら
「
計
画
体
系
」
な
る
も
の
を
想
定
し
、
そ
こ
で
計
画
相
互
間
に
上
下
関
係
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
異
論

の
余
地
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
し
、
計
画
の
実
体
的
統
制
あ
る
い
は
裁
量
権
行
使
の
指
針
に
関
す
る
問
題
と
し
て
認
識
す
る
な
ら
ば
、

裁
判
所
が
こ
の
原
則
に
違
反
す
る
計
画
を
違
法
と
判
断
す
る
場
合
の
基
準
の
定
立
が
必
要
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
整
合
性
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
組
織
法
的
視
点
か
ら
の
検
討
を
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
制
定
法
は
計
画
間
の

調
整
の
問
題
に
つ
き
、
整
合
性
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
、
主
に
行
政
主
体
間
あ
る
い
は
行
政
機
関
間
の
調
整
手
法
を
採
用
し
て
い
る
と

（
８
）
 

老
》
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
整
合
性
の
原
則
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
作
業
は
、
い
ず
れ
も
個
別
的
な
論
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
留
ま
る
も
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
を
総
合
的
に
検
討
し
た
上
で
の
、
行
政
計
画
論
に
お
け
る
そ
の
位
置
付
け
の
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ

の
点
こ
そ
が
整
合
性
の
原
則
に
関
す
る
最
大
の
検
討
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
い
て
は
、
こ
の
整
合
性
の
原
則
と
類
似
す
る
「
一
貫
性
原
則
」
（
８
コ
印
国
の
ロ
Ｑ
Ｑ
ｏ
ｇ
『
旨
の
）
と
い
う
法

（
９
）
 

原
理
が
広
く
議
論
の
対
象
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
則
に
は
、
次
の
一
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
後
に
見
る
、
い

わ
ゆ
る
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
」
と
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
な
ど
土
地
利
用
規
制
手
段
と
が
一
貫
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
州
法
に
お
い
て
「
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
規
制
は
、
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
形
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
「
一
貫
性
要
件
」
（
８
己
の
国
の
ロ
ミ
『
８
巳
円
の
白
の
貝
）
あ
る
い
は
「
コ
ン
プ
リ
ヘ

ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
要
件
」
（
８
日
目
の
丘
①
ロ
②
ゴ
の
□
］
目
『
２
日
『
の
白
の
貝
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
第
一
一
の
意
味
は
、
計
画
の
個
々
の
条
項
が

他
の
条
項
と
内
容
的
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
、
結
局
は
計
画
の
各
条
項
間
の
調
和
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
内
部
的
一
貫
性
（
曰
庁
①
日
口
］
８
口
⑩
一
呉
①
ゴ
・
］
）
と
呼
ば
れ
る
。
第
三
に
、
地
方
公
共
団
体
（
市
・
町
・
村
・
カ
ゥ
ン

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
五
三
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ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
当
初
議
論
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
第
一
の
意
味
の
一
貫
性
原
則
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
一
貫
性
に
つ
い
て
は

多
く
の
判
例
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
第
二
、
第
三
の
意
味
の
一
貫
性
原
則
は
一
九
七
○
年
代
前
後
か
ら
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
成
長

（
Ⅲ
）
 

管
理
制
度
（
の
『
○
三
一
ゴ
ー
目
四
ｍ
の
白
の
日
の
》
⑪
（
の
日
）
と
の
関
係
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

本
稿
は
、
日
本
に
お
け
る
整
合
性
の
原
則
を
総
合
的
に
解
明
す
る
た
め
の
理
論
的
素
材
を
ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原

則
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
検
討
の
対
象
は
、
さ
し
あ
た
り
、
第
一
の
意
味
で
の
一
貫
性
原
則
の
形
成
過
程
に
置

か
れ
、
第
二
、
第
三
の
意
味
で
の
一
貫
性
原
則
に
つ
い
て
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
の
意
味
で
の
一
貫
性
原
則

が
ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
計
画
論
の
中
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
検
討
が
、
整
合

性
の
原
則
と
の
相
違
を
含
め
て
一
貫
性
原
則
の
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
理
論
的
枠
組
み
を
知
る
た
め
の
作
業
と
し
て
有
益
で
あ

（
皿
）

る
》
」
と
に
よ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
「
一
貫
性
原
則
」
の
語
を
第
一
の
意
味
に
限
定
し
て
用
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
土
地
利
用
規
制
は
基
本
的
に
州
法
の
下
で
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
制
度
は
各

州
に
よ
っ
て
異
な
る
。
し
か
し
、
一
般
に
一
九
七
○
年
代
前
半
に
オ
レ
ゴ
ン
州
最
高
裁
が
下
し
た
二
つ
の
判
決
が
、
一
貫
性
原
則
に
関
す

る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
判
決
に
お
い
て
一
貫
性
原
則
の
内
容

が
確
定
さ
れ
た
と
見
て
、
そ
の
時
点
ま
で
の
制
定
法
、
判
例
法
、
そ
し
て
学
説
の
展
開
に
つ
き
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

も
っ
と
も
、
第
一
の
意
味
で
の
一
貫
性
原
則
を
理
論
的
素
材
と
す
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
と
い
う
の
も
、
本
稿
に

お
け
る
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
整
合
性
の
原
則
が
行
政
計
画
一
般
に
適
用
さ
れ
る
法
原
理
と
考
え
ら
れ
て
い

（
Ⅲ
）
 

意
味
が
あ
る
。

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
五
四

テ
ィ
・
タ
ゥ
ン
シ
ッ
プ
・
バ
ラ
な
ど
）
、
州
お
よ
び
連
邦
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の
計
画
が
一
貫
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
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る
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
は
、
土
地
利
用
法
の
分
野
に
お
い
て
、
そ
れ
独
自
の
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
基
本
的
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
規
制
の
実
施
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
そ
の

不
備
を
埋
め
る
か
と
い
う
、
い
わ
ば
政
策
的
な
問
題
意
識
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ア
メ
リ

カ
の
他
の
法
分
野
に
お
け
る
同
様
の
概
念
と
の
比
較
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

本
稿
で
は
ま
ず
、
右
に
見
た
。
貫
性
要
件
」
が
各
州
に
お
い
て
広
く
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
一
九
二
○
年
代
か
ら
、
初
期
に
お
け

る
解
釈
が
確
定
さ
れ
る
一
九
五
○
年
代
半
ば
ま
で
の
制
度
と
判
例
に
つ
い
て
見
る
（
第
一
章
）
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
け
て
、
一
九
六
○
年

代
以
降
、
こ
の
伝
統
的
な
枠
組
み
と
解
釈
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
、
ま
た
、
一
貫
性
原
則
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い

て
論
じ
る
（
第
二
章
～
第
四
章
）
。

（
２
）
西
谷
剛
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
計
画
相
互
の
関
係
を
定
め
た
「
相
互
関
係
規
定
」
あ
る
い
は
「
計
画
間
調
整
規
定
」
と
呼
ん
で
い
る
（
同
「
行
政
計
画

の
分
類
と
体
系
に
つ
い
て
」
自
治
研
究
五
五
巻
三
号
三
六
頁
以
下
・
五
一
頁
以
下
（
一
九
七
九
年
）
、
同
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
塩
野
宏
先
生
古
稀
記
念
『
行

政
法
の
発
展
と
変
革
（
下
）
・
一
七
六
一
頁
以
下
（
二
○
○
一
年
、
有
斐
閣
）
参
照
）
。

（
３
）
芝
池
義
一
「
行
政
計
画
」
雄
川
一
朗
・
塩
野
宏
・
園
部
逸
夫
（
編
）
「
現
代
行
政
法
大
系
二
行
政
過
程
』
三
一
一
一
三
頁
以
下
・
三
四
八
頁
以
下
（
一
九
八

四
年
、
有
斐
闘
）
、
同
・
前
掲
注
（
１
）
二
三
五
頁
以
下
、
鳧
上
崇
洋
「
都
市
計
画
の
二
段
階
蝋
遣
と
計
画
の
実
体
的
統
制
に
つ
い
て
Ｉ
フ
ラ
ン
ス
の
都
市

計
薗
法
改
正
論
議
と
の
関
連
で
ｌ
」
同
『
行
政
計
画
の
法
的
統
制
』
三
七
九
頁
以
下
（
’
九
九
六
年
、
信
山
社
）
一
初
出
は
一
九
九
五
年
）
、
同
「
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
基
本
計
画
と
行
政
訴
訟
」
同
書
二
七
五
頁
以
下
（
初
出
は
一
九
八
七
年
）
な
ど
。

（
４
）
遠
藤
博
也
・
阿
部
泰
陸
（
編
）
『
講
義
行
政
法
Ｉ
（
総
論
）
』
二
八
六
頁
以
下
〔
乙
部
哲
郎
執
筆
〕
二
九
八
四
年
、
青
林
書
院
）
、
西
谷
剛
『
計
画
行
政
の

課
題
と
展
望
』
’
’
八
頁
以
下
、
二
四
七
頁
以
下
（
’
九
七
一
年
、
第
一
法
規
）
、
宮
田
三
郎
『
行
政
計
画
法
」
一
三
五
頁
以
下
（
一
九
八
四
年
、
ぎ
ょ
う
せ

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
五
五

（
１
）
芝

山
社
）
。 芝
池
義
一
一
行
政
法
総
論
講
義
」
二
三
五
頁
（
一
九
九
九
年
、
第
三
版
増
補
、
有
斐
閣
）
、
宮
田
三
郎
『
行
政
法
総
論
』
’
一
一
一
一
一
○
頁
（
一
九
九
七
年
、
信
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（
６
）
富
甲
前
掲
注
（
４
）
’
六
九
頁
以
下
、
成
田
繍
明
「
国
土
計
画
と
地
方
自
治
ｌ
若
干
の
法
律
問
題
」
同
「
土
地
政
策
と
法
』
三
一
頁
以
下
二
九
八

九
年
、
弘
文
堂
）
（
初
出
は
一
九
六
九
年
）
な
ど
。

（
７
）
藤
田
宙
靖
『
行
政
法
Ｉ
（
総
論
）
』
一
一
一
一
三
頁
以
下
〈
一
一
○
○
○
年
、
第
三
版
再
訂
版
、
脅
林
轡
院
）
、
宮
田
三
郎
「
行
政
計
画
」
法
学
教
室
一
一
二
六
号
一

九
頁
以
下
・
一
一
一
頁
二
九
九
九
年
）
参
照
。

（
８
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
り
、
前
掲
注
（
５
）
に
掲
げ
た
諸
文
献
参
照
。

（
９
）
吻
恩
Ｃ
ｏ
Ｚ
シ
５
。
・
エ
ン
○
三
シ
Ｚ
伜
】
ご
巨
鈩
ｚ
Ｏ
Ｃ
ｚ
再
シ
ロ
］
己
同
幻
○
両
ｚ
の
三
両
『
向
幻
・
己
カ
ョ
ン
ヱ
で
｛
』
シ
ヱ
ヱ
三
○
シ
ヱ
ロ
ド
シ
ｚ
Ｄ
Ｄ
図
屑
○
勺
三
同
ｚ
『
○
○
三
『
幻
Ｃ
Ｆ
Ｐ
』
諄
「
⑫
⑭
．
』
②

（
』
ロ
ロ
の
Ｑ
・
］
＠
画
①
）
》
］
□
目
シ
ヨ
Ｃ
Ｃ
Ｚ
幻
シ
ゥ
］
己
同
宛
○
両
ｚ
“
冨
鹿
ぺ
碗
元
伜
自
巽
○
ニ
レ
の
ロ
・
詞
○
国
同
幻
『
の
。
Ｆ
シ
三
○
□
如
何
刃
・
シ
ヱ
三
三
○
シ
ｚ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ｚ
・
房
Ｃ
Ｆ
Ｆ
鈩
諄
「
唖
函
・
国
（
］
①
場
）
・

（
皿
）
な
お
、
一
貫
性
原
則
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
Ｉ
に
お
い
て
存
在
し
た
も
の
で
は
な
く
、
制
定
法
お
よ
び
判
例
渡
の
彼
造
物
〈
。
『
８
巨
冒
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

（
■
少
⑦
冨
鈩
ｚ
陣
］
已
目
の
目
の
富
国
目
・
賃
・
呉
篭
』
已
冨
ｏ
ｍ
ｚ
⑪
富
国
月
俸
勾
○
周
日
⑫
》
国
・
昌
患
）
。

（
ｕ
）
成
長
管
理
制
度
は
、
’
九
六
○
年
代
以
降
に
お
い
て
猪
州
で
、
州
法
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
地
方
公
共
団
体
の
条
例
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
制
度
で
、
多
様

な
側
面
を
有
し
て
い
る
が
、
主
と
し
て
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
も
の
で
、
都
市
の
成
長
と
発
展
の
速
度
と
程
度
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
、
土
地
利
用
規
制

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
（
⑰
周
囲
少
の
冨
勇
野
］
ご
目
の
圏
豊
図
目
・
武
・
箆
届
＄
ｂ
■
ヨ
（
旨
］
・
盲
の
【
・
ロ
Ｐ
（
甲
。
ご
・
『
冒
冨
ミ
Ｄ
Ｃ
ミ
ミ
ミ
ロ
さ
§
旧
冒
巨
口
吻
魚
』
Ｃ
ミ
ョ
ー

茸
暮
圏
凰
烏
一
ヘ
ミ
ミ
弔
さ
晦
日
賞
聖
蜀
息
扇
時
．
“
］
ｚ
・
臣
・
Ｐ
・
の
２
．
Ｆ
・
胃
ご
・
②
国
苣
の
Ｉ
←
］
『
（
］
ｇ
←
）
）
、
開
発
の
時
期
（
（
一
ヨ
ョ
漁
）
と
位
相
（
己
冨
②
旨
、
）
に
関

す
る
規
制
を
含
む
制
度
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
ｅ
皀
局
岸
宛
・
冨
畠
目
只
男
卜
菖
□
ご
晋
冒
宅
金
一
（
ニ
ラ
〕
⑰
召
）
）
。
こ
の
制
度
が
採
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、

伝
統
的
な
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
は
、
将
来
の
時
点
で
開
発
の
認
め
ら
れ
る
地
域
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
開
発
の
時
期
と
位
相
を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
効

果
的
に
都
市
の
成
長
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
岩
ご
・
な
お
成
長
管
理
制
度
が
採
用
さ
れ
た
社
会
的
背

景
や
そ
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
五
十
嵐
敬
聾
・
福
川
裕
一
・
野
口
和
鯉
『
都
市
計
画
の
日
米
比
較
１
１
『
成
長
管
理
政
策
』
を
中
心
に
－
－
」
（
一
九
九

四
年
、
第
一
住
宅
建
設
協
会
）
、
大
野
脚
之
・
レ
イ
コ
Ⅱ
エ
バ
ン
ズ
『
都
市
開
発
を
考
え
る
』
（
一
九
九
二
年
、
岩
波
街
店
）
、
大
野
輝
之
『
現
代
ア
メ
リ
カ
都

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
五
六

い
）
種
ど
・
な
お
、
霧
田
蘭
鏑
「
西
ド
イ
ツ
の
国
土
整
繍
計
画
法
制
１
１
都
市
的
土
地
利
用
と
磯
村
的
土
地
利
剛
と
の
調
蝿
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
同
『
西
ド

イ
ツ
の
土
地
法
と
日
本
の
土
地
法
』
二
六
頁
以
下
二
九
八
八
年
、
創
文
社
）
も
参
照
。

（
５
）
大
橋
洋
一
「
計
画
間
調
整
の
法
理
１
１
自
治
体
計
画
策
定
権
限
の
惑
法
保
障
を
中
心
と
し
て
‐
ｌ
Ｌ
同
『
現
代
行
政
の
行
為
形
式
論
」
二
五
一
頁
以
下

（
一
九
九
三
年
、
弘
文
堂
）
（
初
出
は
一
九
九
二
～
九
三
年
）
、
同
「
国
土
整
備
と
法
」
同
「
対
話
型
行
政
法
学
の
創
造
』
八
二
頁
以
下
（
一
九
九
九
年
、
弘
文

堂
）
（
初
出
は
一
九
九
七
年
）
、
塩
野
宏
「
国
土
開
発
」
同
ほ
か
（
箸
）
『
未
来
社
会
と
法
』
’
’
八
頁
以
下
・
二
四
四
頁
以
下
（
一
九
七
六
年
、
筑
摩
書
房
）

な
ど
。
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（
１
）
 

そ
こ
で
ま
ず
、
’
九
一
一
○
年
代
に
連
邦
商
務
省
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
諸
州
に
お
い
て
近
代
的
な
都
市
計
画
立
法
の
模
範
と
さ
れ
た
二

つ
の
モ
デ
ル
法
、
す
な
わ
ち
、
地
方
公
共
団
体
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
の
「
標
準
州
ゾ
ー
ニ
ン
グ
授
権
法
」
（
の
白
目
四
ａ
の
冨
（
の
国
・
ロ
ー

冒
晒
向
ご
号
冒
、
シ
２
以
下
「
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
」
と
す
る
）
と
、
地
方
公
共
団
体
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
の
制
度
に
つ
い
て
の
「
標
準
都
市

計
画
授
権
法
」
（
の
白
目
口
『
Ｑ
Ｑ
ｑ
。
：
コ
ヨ
、
向
口
呂
冒
、
シ
Ｃ
〔
》
以
下
「
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
」
と
す
る
）
（
以
下
、
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
と
ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
を
あ

わ
せ
て
「
標
準
二
法
」
と
い
う
）
を
検
討
す
る
。

次
に
、
一
九
五
○
年
代
ま
で
に
出
さ
れ
た
、
一
貫
性
要
件
に
関
連
す
る
判
例
法
理
に
つ
い
て
見
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
判
例

法
理
が
今
日
ま
で
の
学
説
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
述
べ
る
。

本
章
は
、
’
九
二
（

を
目
的
と
し
て
い
る
。

第
一
章
一
貫
性
要
件
と
そ
の
伝
統
的
解
釈

市
計
画
－
－
土
地
利
用
規
制
の
静
か
な
革
命
ｌ
」
二
九
九
七
年
、
学
芸
出
版
社
｝
、
原
田
純
孝
ほ
か
（
編
）
『
現
代
の
甑
市
法
』
四
八
○
頁
以
下
〔
渡
辺
卓

美
執
筆
〕
（
一
九
九
三
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
、
福
川
裕
一
『
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
（
一
九
九
七
年
、
学
芸
出
版
社
）
が
詳
し
い
。
吻
愚
号
Ｃ
Ｃ
Ｃ
己
，

。
『
．
シ
切
力
・
で
。
訶
弓
男
ヨ
シ
ｒ
勺
幻
○
句
】
目
の
】
Ｚ
の
幻
○
三
冒
三
』
Ｚ
少
の
同
三
目
『
（
」
ｇ
の
）
・

（
四
）
ア
メ
リ
カ
士
地
利
用
法
で
も
、
何
ら
の
限
定
な
く
・
・
８
口
の
涜
冨
口
旦
尋
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
こ
の
第
一
の
意
味
を
示
す
の
が
通
例
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
九
二
○
年
代
以
降
、
五
○
年
代
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
、
一
貫
性
要
件
に
関
す
る
制
度
と
判
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
一
」
と

一
五
七

Hosei University Repository



一
標
準
二
法
成
立
史

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
都
市
計
画
の
歴
史
は
古
く
、
植
民
地
時
代
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に

か
け
て
行
わ
れ
た
「
公
衆
衛
生
改
革
運
動
」
（
の
：
旨
『
『
幻
の
『
・
『
ヨ
ニ
・
ぐ
の
曰
の
。
（
）
や
、
世
紀
転
換
期
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
の
「
美
し
い

都
市
運
動
」
（
Ｑ
ｑ
国
８
目
巨
富
・
ぐ
の
白
の
日
）
な
ど
を
経
て
、
近
代
都
市
計
画
が
確
立
さ
れ
る
に
至
る
。
一
九
○
九
年
に
は
、
第
一
回

全
国
都
市
計
画
・
交
通
問
題
会
議
（
国
厨
〔
三
目
Ｃ
目
一
○
．
貝
の
『
の
ｐ
ｃ
の
Ｃ
ｐ
Ｑ
ご
勺
一
目
ゴ
ヨ
、
：
□
号
の
勺
『
Ｃ
ワ
ー
の
白
の
。
｛
○
○
局
の
鷺
一
・
コ
）

が
開
催
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
運
動
の
成
果
が
集
約
さ
れ
た
。
一
九
一
六
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
、
全
米
で
最
初
の
総
合
的
な
ゾ
ー

ニ
ン
グ
が
決
定
さ
れ
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
’
九
二
一
年
ま
で
に
全
米
の
約
半
数
の

（
２
）
 

州
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
権
限
を
授
権
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
一
九
二
一
年
に
、
当
時
連
邦
商
務
長
官
で
あ
っ
た
ハ
ー
バ
ー
ト
・
フ
ー
バ
ー
は
、
同
省
内
に
都
市
計
画
・
ゾ
ー
ー
ー

ン
グ
諮
問
委
員
会
（
シ
ロ
く
厨
。
ｑ
○
・
日
目
耳
の
。
。
ｐ
ロ
ゴ
勺
一
目
ロ
冒
頤
四
目
国
・
日
ロ
、
）
を
設
置
し
、
土
地
利
用
に
関
す
る
モ
デ
ル
法
の

起
草
に
着
手
さ
せ
た
。
同
委
員
会
の
委
員
に
は
、
建
築
家
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
．
Ｌ
・
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ゾ
ー
ー
ー
ン

グ
の
作
成
に
携
わ
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
。
Ｍ
・
バ
ゼ
ッ
ト
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
法
律
家
で
あ
っ
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ベ
ッ
ト
マ
ン
ら
が
任
命
さ

同
委
員
会
は
、
一
九
二
二
年
に
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
を
、

写
印
刷
物
の
形
式
で
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

（
３
）
 

れ
て
い
る
。

第
一
節
標
準
二
法
の
成
立
と
そ
の
内
容

法
挙
王
心
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

（
４
）
 

一
九
二
八
年
に
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
を
そ
れ
ぞ
れ
公
表
し
た
。
一
九
二
二
年
の
ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
は
、
謄

一
九
二
三
年
に
は
改
訂
版
が
公
に
さ
れ
、
翌
年
刊
行
物
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ

一
五
八
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一
一
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ

以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
標
準
二
法
は
作
成
・
公
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
判
例
・
学
説
に
お
け
る
一
貫
性
要
件
に
関
す
る
議
論
は
、

（
９
）
 

「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
「
｜
と
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
の
調
整
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
標
準
二
法
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
と
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
と
そ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

一
般
に
判
例
に
お
い
て
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
「
地
方
公
共
団
体
の
区
域
を
い
く
つ
か
の
地
区
に
分
割
し
、
そ
う
し
て
作
ら
れ
た
地
区
ご
と

に
、
建
物
と
そ
の
構
造
を
利
用
の
性
質
と
程
度
に
応
じ
て
規
制
す
る
も
の
」
と
さ
れ
て
お
り
、
プ
ラ
ン
ー
ラ
グ
は
「
共
通
の
利
益
を
増
進

（
川
）

す
る
た
め
に
構
想
さ
れ
る
体
系
的
開
発
（
の
『
②
（
の
日
呂
Ｄ
Ｃ
の
く
の
一
・
℃
白
の
貝
）
」
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
は
「
い
わ
ば
、
地
方
レ
ベ
ル
で
の
物
的
生
活
に
見
ら
れ
る
諸
利
益
と
、
社
会
的
単
位
と
し
て
の
地
方
公
共
団
体
の
利
益
と
の
調
整
を
意

（
Ⅲ
）
 

味
」
し
、
そ
れ
は
「
政
府
に
よ
る
土
地
の
保
有
あ
る
い
は
土
地
利
用
規
制
を
通
し
て
行
わ
れ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
と
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
と
は
、
単
一
の
構
想
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
方
公
共
団
体
の
活
動
の
な
か
で
同
一
の
領
域

に
属
す
る
も
の
で
は
な
」
い
。
ま
た
、
「
地
方
公
共
団
体
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
抱
合
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
逆
の
考

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
五
九

Ｚ
Ｅ
Ａ
の
最
終
改
訂
版
は
、
一
九
二
六
年
版
で
あ
り
、
｜
部
の
脚
注
と
条
文
に
つ
い
て
改
定
が
な
さ
れ
た
（
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
Ｓ
Ｚ

（
５
）
 

（
６
）
 

Ｅ
Ａ
の
引
用
は
こ
の
一
九
一
一
六
年
版
に
よ
る
）
。
そ
の
後
、
標
準
二
法
は
、
多
く
の
州
で
受
容
さ
れ
、
現
在
で
も
諸
州
の
都
市
計
画
立
法

（
７
）
 

に
対
し
て
支
配
的
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
と
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
 

な
お
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
が
公
表
さ
れ
る
一
一
年
前
の
一
九
一
一
六
年
に
は
、
連
邦
最
高
裁
が
、
後
に
見
る
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
判
決
に
お
い
て
、
正
当

な
補
償
な
し
の
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
を
合
憲
と
判
断
し
て
い
る
。
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プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
を
模
範
と
す
る
都
市
計
画
授
権
法
上
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
判
例
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
最
高
裁
の
シ
コ
的
の
『
日
の
】
の
『
『
・
国
。
『
・
長
可
・
命
の
①
四
○
一
具
函
「
二
・
］
・
患
の
．
」
冷
房
・
Ｅ
Ｓ
』
（
］
①
ｇ
）
が
よ
く
知
ら
れ

（
川
）

〈
Ｍ
〉

て
い
る
。
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
一
不
し
て
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
、
同
州
法
の
解
釈
か
ら
、
計
画
委
員
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
マ
ス

（
旧
）

タ
ー
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
「
地
方
公
共
団
体
の
現
状
と
将
来
の
成
長

の
予
測
に
関
す
る
、
慎
重
で
総
合
的
な
調
査
と
検
討
に
基
づ
き
、
科
学
的
知
見
と
有
意
義
な
経
験
と
を
具
体
化
し
た
『
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
』
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
州
が
本
来
有
し
て
い
る
権
限
の
行
使
で
あ
り
、
恵
法
そ
れ
自
体
よ
り
も
時
間

的
に
先
行
す
る
も
の
で
、
こ
の
権
限
は
基
本
的
な
共
通
の
モ
ラ
ル
と
物
的
な
需
要
に
仕
え
る
た
め
の
手
段
を
正
当
化
す
る
根
拠
で
あ
る
」

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
決
定
過
程
の
み
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
体
系
的
開

発
全
体
を
意
味
し
て
お
り
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
第
一
段
階
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
一
部
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
の
関
係
が
、
標
準
二
法
と
そ
れ
を
範
と
す
る
都
市
計
画
制
度
を
採
用
し
た
州
の

都
市
計
画
立
法
に
お
い
て
、
十
分
に
貫
徹
さ
れ
た
か
否
か
が
問
題
に
な
る
。
以
下
、
標
準
二
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

と
い
》
っ
。

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

（
肥
）

》
え
は
正
し
く
な
い
」
と
さ
れ
る
。

一
一
一
ｓ
ｚ
Ｅ
Ａ
Ｉ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
制
度

ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
は
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
一
条
は
、
地
方
公
共
団

一

六
○ 
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体
は
「
地
方
公
共
団
体
の
健
康
、
安
全
、
道
徳
又
は
一
般
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
」
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

一
般
に
「
公
衆
の
健
康
、
安
全
、
道
徳
あ
る
い
は
一
般
福
祉
」
の
維
持
・
増
進
、
す
な
わ
ち
「
公
共
的
な
要
請
」
（
官
巨
ｎ
口
の
巴
の
）
が

（
肥
）

ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
の
目
的
と
さ
れ
る
か
ら
、
同
条
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
の
行
使
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
は
、
合
衆
国
憲
法
修
正
一
○
条
が
「
本
憲
法
に
よ
っ
て
合
衆
国
に
委
任
さ
れ
ず
、
ま
た
各
州

（
灯
）

に
対
し
て
禁
止
さ
れ
な
か
っ
た
権
限
は
、
各
州
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
た
は
人
民
に
留
保
（
［
①
⑰
の
『
『
①
）
さ
れ
る
」
と
し
て
確
認
し
て
い
る
よ
う

（
旧
〉

に
、
州
ま
た
は
人
民
に
留
保
さ
れ
て
い
る
代
表
的
な
権
限
の
一
つ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
、

（
旧
）

州
か
ら
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
の
委
任
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
、
州
の
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
の
行
使
と
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
地

方
公
共
団
体
に
は
、
市
、
町
お
よ
び
村
の
ほ
か
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
や
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
一
条
は
、
「
地
方
公
共
団
体
の
立
法
機
関
」
（
］
○
ｓ
｝
］
の
ｍ
－
ｍ
－
島
ぐ
の
す
。
：
）
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
決
定
す
る
権
限
を
付
与
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
立
法
機
関
と
は
、
市
議
会
（
８
目
。
一
一
）
、
市
参
事
会
（
８
目
。
】
一
）
、
評
議
会
（
ロ
Ｂ
ａ
・
［
○
・
日
目
印
⑫
］
・
ニ
ー

の
『
⑫
）
や
管
理
委
員
会
（
ｍ
８
ａ
○
命
の
目
の
『
ぐ
一
の
。
『
の
）
な
ど
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
の
立
法
権
限
を
有
す
る
機
関
を
含
み
、
条
例
を

制
定
す
る
立
法
的
権
限
の
ほ
か
に
、
様
々
な
行
政
的
権
限
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
関
は
、
「
地
方
公
共
団
体
の
統
治
機
関
」

（
］
Ｃ
ｓ
］
ぬ
Ｃ
く
の
日
冒
、
ワ
・
身
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
用
語
を
統
一
す
る
た
め
に
統
治
機
関
の
語
を
用
い
る
。

さ
て
、
同
条
は
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
は
「
建
物
そ
の
他
建
造
物
の
高
さ
、
階
数
及
び
規
模
、
占
有
す
る
こ
と
の
で
き
る
区
画
の
比
率
、
人
口

密
度
並
び
に
商
業
、
工
業
及
び
住
宅
そ
の
他
の
目
的
に
応
じ
た
建
物
、
建
造
物
及
び
土
地
の
配
置
及
び
用
途
を
規
律
し
制
限
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
「
地
方
公
共
団
体
の
統
治
機
関
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
〔
の
区
域
〕
を
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
実

現
す
る
の
に
最
も
適
す
る
と
認
め
る
数
、
種
類
及
び
面
積
の
地
区
に
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
（
二
条
）
。
ア
メ
リ

ァ
メ
リ
ヵ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
一
ハ
一
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法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
一
ハ
ー
ー

カ
で
は
従
来
か
ら
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
、
地
方
公
共
団
体
の
条
例
（
・
『
＆
口
自
８
）
の
形
式
で
決
定
さ
れ
て
い
た
が
、
同
四
条
は
、
ゾ
ー
ニ

ン
グ
条
例
の
制
定
等
は
そ
れ
に
関
す
る
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
効
力
を
有
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。

地
方
公
共
団
体
の
統
治
機
関
は
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
委
員
会
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
（
六
条
）
。
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
委
員

会
は
、
統
治
機
関
に
対
し
て
、
地
区
及
び
そ
れ
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
諸
規
制
に
つ
い
て
勧
告
を
行
い
、
さ
ら
に
、
予
備
的
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
し
、
最
終
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
に
先
立
っ
て
公
聴
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
（
同
条
）
。
統
治
機
関
は
、

こ
の
最
終
レ
ポ
ー
ト
を
受
領
す
る
ま
で
は
、
自
ら
が
主
催
す
る
公
聴
会
を
開
催
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
を
制
定
す
る

な
ど
の
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
（
同
条
）
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
規
制
の
内
容
に
関
す
る
基
準
と
し
て
、
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
三
条
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
規
制
が
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
に

従
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
」
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
規
制
が
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
に

（
卯
）

従
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
違
反
す
る
場
合
、
当
該
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
は
、
「
権
限
逸
脱
」

（
皿
）

（
ロ
一
（
『
ロ
『
］
『
の
⑫
）
に
あ
た
り
無
効
に
な
る
。

同
条
に
付
さ
れ
た
脚
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
規
定
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
「
立
案
に
あ
た
っ
て
採
ら
れ
る
べ
き
一
勾
法
に
つ
い
て
の
、
実
際
的

見
地
か
ら
の
指
示
で
あ
」
り
（
脚
注
二
一
）
、
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
」
と
い
う
文
言
は
「
計
画
性
が
な
く
断
片
的
な

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
予
防
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
」
っ
て
、
「
い
か
な
る
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
も
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
な
検
討
な
し
に
な
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
」
（
脚
注
二
二
）
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
」
と
は
、
何
ら
か
の
機
関
に
よ
っ
て
、

ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
か
ら
独
立
し
て
決
定
さ
れ
た
「
プ
ラ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
は
、
総
合
的
な
検
討
の
下

（
理
）

に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
が
定
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
義
務
付
け
た
に
留
ま
る
。
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ま
ず
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
二
条
は
、
「
全
て
の
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
プ
ラ
ン
の

作
成
、
決
定
、
改
定
、
範
囲
の
拡
大
、
追
加
、
実
現
の
各
権
限
と
任
務
を
有
す
る
計
画
委
員
会
（
己
一
目
巳
口
賄
８
日
目
の
巴
・
口
）
を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
が
、
計
画
委
員
会
を
設
置
し
て
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
決
定
を
授
権
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
計
画
委
員
会
は
、
①
首
長
、
②
首
長
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
る
当
該
地
方
公
共
団
体
の
行
政
職
員
、
一
名
、
③
地
方
公
共
団
体
の
統

治
機
関
が
指
名
す
る
議
員
、
一
名
、
④
首
長
が
公
選
の
職
で
あ
る
場
合
に
は
首
長
が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
地
方
公
共
団
体
の
統
治
機

関
が
計
画
委
員
会
を
設
置
す
る
条
例
に
お
い
て
指
名
権
限
を
有
す
る
も
の
と
し
て
定
め
た
職
に
あ
る
者
が
指
名
す
る
者
、
六
名
の
、
合
計

九
名
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
同
三
条
）
。

ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
六
条
で
は
、
「
当
該
地
方
公
共
団
体
の
物
的
な
開
発
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
決
定
す
る
こ
と
は
〔
計
画
〕
委

員
会
の
権
限
で
あ
り
任
務
で
あ
る
。
当
該
プ
ラ
ン
に
は
、
地
図
、
図
面
、
図
表
及
び
記
述
的
事
項
が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ
士
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一斗ハ一一一

語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

四
ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
ｌ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
制
度

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
が
定
め
る
事
項
は
多
岐
に
及
ぶ
が
、
以
下
に
お
い
て
は
、
｜
貫
性
要
件
に
関
す
る
議
論
の
な
か
で
、
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
に
い
う
「
コ

ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
」
と
対
比
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る
諸
規
定
に
限
定
し
て
検
討
す
る
。
な
お
、
ア
メ

リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
い
て
、
単
に
「
プ
ラ
ン
」
と
い
う
場
合
、
と
く
に
地
方
公
共
団
体
の
土
地
利
用
に
関
す
る
、
全
て
の
プ
ラ
ン
を
指

す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
各
州
の
都
市
計
画
授
権
法
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
授
権
法
に
お
け
る
用
語
法
は
一
致
し
て
お
ら
ず
、
例
え

ば
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
や
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
ほ
か
に
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
、
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
な
ど
の
名
称
で
呼

ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
を
一
般
的
に
示
す
場
合
、
ア
メ
リ
カ
士
地
利
用
法
に
お
け
る
用
例
に
従
っ
て
「
プ
ラ
ン
」
の
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法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
六
四

と
り
わ
け
、
次
の
よ
う
な
事
項
を
含
む
当
該
地
区
に
関
す
る
〔
計
画
〕
委
員
会
の
勧
告
が
一
不
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
必
要
的
記
載
事
項
は
多
岐
に
及
ぶ
が
、
こ
れ
に
は
「
建
物
及
び
敷
地
の
高
さ
、
範
囲
、
容
積
、
位

置
及
び
用
途
を
規
制
す
る
た
め
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。

同
条
に
付
さ
れ
た
脚
注
三
一
は
、
「
本
法
は
、
計
画
委
員
会
は
広
範
か
つ
総
合
的
な
方
法
で
市
の
開
発
に
関
す
る
こ
れ
ら
〔
必
要
的
記

載
事
項
の
〕
全
て
の
側
面
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
〔
地
方
公
共
団
体
の
〕
政
府
の
他
の
部
門
に
正
当
に
配
分
さ
れ
る
べ
き
細
か
な

行
政
的
な
任
務
に
そ
れ
自
身
で
関
与
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
を
前
提
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
計
画
委
員
会
が
基
本
的
に
は

（
羽
）

都
市
計
画
に
関
す
る
大
ま
か
な
方
向
性
だ
け
を
一
示
す
こ
と
を
そ
の
任
務
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
脚
注

三
二
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
概
念
規
定
は
不
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
「
地
方
公
共
団
体
の
プ
ラ
ン

の
一
般
的
な
基
礎
と
な
る
、
開
発
に
関
す
る
総
合
的
な
枠
組
み
を
意
味
す
る
。
明
確
な
概
念
規
定
は
望
ま
し
く
な
い
し
、
必
要
で
あ
る
と

も
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
考
慮
す
べ
き
対
象
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
本
条
の
規
定
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
」

次
に
、
同
条
で
い
う
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
脚
注
三
八
は
、
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
が
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

ゾ
ー
ニ
ン
グ
委
員
会
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
計
画
委
員
会
が
ゾ
１
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
を
作
成
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ

は
都
市
計
画
（
ｇ
ご
ロ
一
口
目
旨
、
）
の
単
な
る
一
側
面
で
あ
る
。
本
条
は
、
本
法
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
州
に
お
い
て
す
で
に
ゾ
ー
ニ
ン

グ
授
権
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

標
準
二
法
の
下
で
は
、
具
体
的
な
規
制
効
果
を
有
す
る
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
」
、
す
で
に
見
た
ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
三
条
の
「
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ

ブ
・
プ
ラ
ン
」
、
そ
し
て
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
・
プ
ラ
ン
を
含
む
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
三
者
の
相
互
関
係
が
問
題
に
な
る
が
、
右
に
見
た

と
し
て
い
る
。
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Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
の
脚
注
一
一
一
八
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
明
確
な
解
答
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
仮
に
、
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
脚
注
二
二
の
趣
旨
か

ら
し
て
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
独
立
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
、
Ｓ

Ｚ
Ｅ
Ａ
に
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
の
内
容
等
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
と
他
の
二
つ
と
の
相
互
関
係

が
問
題
に
な
ら
な
い
と
解
す
る
に
し
て
も
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
と
の
相
互
関
係
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
解
釈
の
可
能

性
と
し
て
は
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
同
一
の
も
の
と
み
る
か
、
あ
る
い
は
、
後
者
が
前
者
の
一
部
を

な
す
も
の
と
見
る
か
の
い
ず
れ
か
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
に
お
い
て
は
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
明
確

な
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
後
に
公
表
さ
れ
た
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
が
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
定
め
を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｚ

（
鋤
）

Ｅ
Ａ
に
お
け
る
欠
訣
が
補
充
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
も
っ
と
も
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
解
釈
は
直
ち
に
は
採
用
さ

そ
こ
で
次
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
上
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
上
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
関
係
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
・
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ

諮
問
委
員
会
の
委
員
で
あ
り
、
後
に
標
準
二
法
の
権
威
あ
る
説
明
者
と
し
て
広
く
参
照
さ
れ
る
バ
ゼ
ッ
ト
と
ベ
ッ
ト
マ
ン
の
見
解
を
通
し

て
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

五
標
準
二
法
に
お
け
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
関
係

（
駈
）

ま
ず
、
バ
ゼ
ッ
ト
の
見
解
に
つ
い
て
見
る
。
彼
は
、
一
九
一
二
八
年
に
出
版
し
た
著
書
の
中
で
、
「
柔
軟
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
必
要

性
を
説
き
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
決
定
に
際
し
て
地
方
公
共
団
体
の
統
治
機
関
に
よ
る
関
与
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し

（
鰯
）

て
い
る
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
最
終
的
な
決
定
が
統
治
機
関
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
と
、
そ
れ
は
「
融
通
の
利
か
な
い
も

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
六
五

れ
な
か
っ
た
。

Hosei University Repository



法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
一
ハ
ー
ハ

の
に
な
っ
て
し
ま
う
」
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
「
計
画
委
員
会
の
た
め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
マ
ッ
プ
」
な
の
で
あ
っ
て
、
計
画
委
員
会
の

権
限
の
範
囲
内
に
あ
る
事
項
に
つ
い
て
の
「
柔
軟
な
プ
ラ
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
「
計
画
委
員
会
は
、
統
治
機
関
お
よ
び
諸

部
局
（
Ｑ
の
日
『
目
目
扇
）
の
助
一
一
一
一
口
者
（
且
ご
】
⑫
の
『
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
〔
マ
ス
タ
ー
〕
プ
ラ
ン
は
そ
う
で
は
な
い
」
と
い
う
・

彼
は
ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
計
画
委
員
会
が
決
定
す
る
も
の
と
す
る
だ
け
で
、
そ
の
決
定
に
対
す
る
地
方
公
共
団

（
”
）
 

体
の
統
治
機
関
の
関
与
に
つ
い
て
何
も
定
め
て
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
と
す
る
。
第
一
に
、

「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
行
政
機
関
あ
る
い
は
市
民
か
ら
そ
れ
に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
ま

た
、
後
に
何
度
も
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
、
委
員
会
に
よ
る
決
定
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
価
値
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
」
第
二
に
、
統
治
機
関
に
土
地
利
用
に
関
す
る
決
定
を
行
う
権
限
を
付
与
す
る
場
合
、
例
え
ば
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例

の
場
合
に
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
し
か
る
べ
き
時
期
に
公
聴
会
を
開
催
す
る
も
の
と
す
」
べ
き
で
あ
る
が
、
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

最
新
の
状
況
を
勘
案
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
頻
繁
な
改
定
が
必
要
で
あ
」
る
。
そ
う
す
る
と
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
が
統
治
機
関
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
と
「
そ
の
都
度
公
聴
会
を
開
催
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
〔
統
治
機
関
に
よ

る
〕
決
定
を
求
め
る
こ
と
は
、
硬
化
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
」
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ば
か
り
か
、
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
自
体
い
か
な
る
も

の
を
も
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
し
て
い
る
。

（
犯
）

次
に
ベ
ッ
ト
マ
ン
の
マ
ス
タ
ー
プ
ー
フ
ン
に
関
す
る
見
解
に
つ
い
て
見
る
。
彼
は
、
一
九
四
一
一
年
に
公
表
し
た
論
文
の
中
で
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
が
法
的
効
果
（
｜
の
彊
一
の
爵
。
｛
）
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
ず
、
ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
に
い
う
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
っ

（
羽
）

い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
土
地
利
用
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

標
準
二
法
に
お
い
て
「
マ
タ
ー
プ
ラ
ン
が
所
有
権
に
対
し
て
法
的
効
果
を
も
つ
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
」
と
す
る
・
そ
れ
は
、
「
長
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い
期
間
を
通
し
て
の
、
市
の
区
域
内
で
の
開
発
に
関
す
る
、
継
続
的
な
過
程
の
最
初
の
段
階
」
に
あ
る
も
の
で
、
土
地
利
用
に
関
す
る
詳

細
な
事
項
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、
｜
般
的
に
、
土
地
利
用
の
配
置
と
程
度
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
後

続
の
よ
り
詳
細
な
、
法
的
効
果
を
有
す
る
立
法
的
手
段
（
一
の
巴
切
一
昌
ぐ
の
、
（
の
ご
）
ま
た
は
執
行
的
手
段
（
の
〆
の
、
目
『
の
の
戸
ｇ
）
に
対
す
る

指
針
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
と
い
う
。

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
彼
自
身
も
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
法
的
効
果
を
有
さ
ず
、
一
般
的
な
指
針
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
立
法

（
抑
）

政
策
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
一
に
、
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
過
程
は
、
直
接
的
な
政
治
的

配
慮
や
、
立
法
行
為
に
結
び
つ
け
ら
れ
が
ち
な
政
治
的
圧
力
の
影
響
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
」
こ
と
を
挙
げ
る
。
第
二
に
、
「
任
期
の

短
い
統
治
機
関
の
メ
ン
バ
ー
が
〔
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
〕
内
容
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
の
予
測
さ
れ
る
頻
繁
な
変
更
」

は
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
し
、
第
三
に
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
を
制
定
す
る
「
統
治
機
関
が
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
決
定
す
る
も
の
と
す

れ
ば
、
法
的
に
見
て
、
相
互
に
対
立
す
る
権
限
が
同
一
の
機
関
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
結
論
と
し
て
は
、

「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
は
、
実
際
に
土
地
利
用
規
制
を
行
う
「
｜
も
の
で
あ
っ
て
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
「
〔
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
に
含
ま
れ
る

（
弧
）

こ
と
に
な
る
〕
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
マ
ッ
プ
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
テ
キ
ス
ト
の
決
定
に
際
し
て
そ
の
指
針
と
な
る
」
の
で
あ
っ
て
、
「
計
画
過
程

の
成
果
は
、
常
に
立
法
過
程
に
結
び
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
計
画
行
為
（
己
一
目
巳
后
四
目
。
。
）
は
そ
れ
自
体
土
地
利
用
に
対
し

（
皿
）

て
法
的
効
果
を
有
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

バ
セ
ッ
ト
、
ベ
ッ
ト
マ
ン
と
も
に
そ
の
理
由
付
け
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
制
度
の
よ
り
効
果
的
な
運
用

を
期
す
る
た
め
に
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
と
は
異
な
り
具
体
的
な
規
制
効
果
を
有
し
な
い
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
、
地
方
公
共
団
体
の
統
治
機

関
の
決
定
に
係
ら
し
め
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
い
わ
ば
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
対
す
る
「
政
治
」
の
介
入
を
排
除
す
べ

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
六
七
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一
立
法
的
行
為
と
準
司
法
的
行
為

（
鋼
）

ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
司
法
審
査
に
お
け
る
審
査
基
準
は
、
そ
の
決
定
行
為
の
法
的
性
質
に
よ
っ
て
異
な
る
。
地
方
公
共
団
体
の
統
治
機

関
の
行
為
は
、
一
般
に
「
立
法
的
行
為
」
（
｜
の
四
の
｝
呉
弓
の
色
目
・
ロ
）
と
、
「
司
法
的
行
為
」
（
］
ロ
日
・
国
一
四
。
ご
・
。
）
な
い
し
「
準
司
法
的
行

為
」
（
ｃ
：
巴
ｌ
官
ｓ
ｏ
巨
四
目
・
ロ
）
と
に
区
別
さ
れ
る
（
以
下
、
「
準
司
法
的
行
為
」
と
す
る
と
き
、
司
法
的
行
為
を
含
む
）
。
前
者
の
場

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
一
貫
性
要
件
に
違
反
す
る
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
は
権
限
逸
脱
に
あ
た
り
、
無
効
と
さ
れ
る
か
ら
、
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ

ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
」
と
い
う
文
言
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
に
し
て
も
、
裁
判
に
お
い
て
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
を
争
う
当
事
者
は
、

当
該
条
例
が
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
お
ら
ず
無
効
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
一
九
二
○
年

代
に
確
立
さ
れ
た
判
例
理
論
は
、
比
較
的
緩
や
か
な
基
準
を
も
っ
て
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
適
法
性
を
推
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
を
争
う
者
が
、
一
貫
性
要
件
違
反
の
み
な
ら
ず
、
お
よ
そ
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
違
法
性
を
攻
撃
す
る
た
め
に
は
、

適
法
性
の
推
定
を
覆
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
司
法
審
査
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
六
八

き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ベ
ッ
ト
マ
ン
に
お
い
て
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
指
針
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
計
画
行
為
」
に
「
法
的
効
果
」
を
付
与
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
が
法
的
な
意
味
で
上
下
関
係
に
あ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
ベ
ッ
ト
マ
ン
の
主
張
は
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
指
針
に
な
る
と
し
て
い
る
点
に
も
特
色
が
あ
る
。

第
二
節
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
司
法
審
査
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合
、
当
該
決
定
の
司
法
審
査
に
は
後
に
見
る
よ
う
な
謙
譲
的
な
（
。
＆
円
目
冒
一
）
審
査
基
準
が
採
用
さ
れ
、
後
者
の
場
合
、
当
該
行
為

（
鈍
）

に
対
す
る
司
法
審
査
に
は
、
厳
格
な
（
の
｛
『
一
・
（
）
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
。

立
法
的
行
為
と
準
司
法
的
行
為
の
文
言
は
、
一
般
に
そ
れ
ぞ
れ
厳
密
な
定
義
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
今
日
の
判

（
錨
）

例
・
裁
判
例
に
お
い
て
も
比
較
的
広
く
引
用
さ
れ
て
い
る
「
コ
メ
ン
ト
」
は
、
諸
州
に
お
け
る
判
例
を
概
観
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
が

（
鋼
）

有
す
る
特
徴
を
次
の
一
二
点
に
わ
た
っ
て
整
理
し
て
い
る
。
第
一
に
、
準
司
法
的
行
為
は
、
そ
の
効
果
の
及
ぶ
範
囲
が
狭
く
、
特
定
の
個
人

あ
る
い
は
特
定
の
状
況
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
立
法
的
行
為
は
、
広
く
一
般
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
広
い
範
囲
に
影

響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
立
法
的
行
為
は
、
一
般
的
な
ル
ー
ル
あ
る
い
は
政
策
の
定
立
に
帰
着
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
準
司
法
的
行
為
は
、
一
般
的
な
ル
ー
ル
あ
る
い
は
政
策
を
適
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
｜
般
に
準
司
法
的
行
為
は
過
去
に
向

け
ら
れ
た
行
為
で
あ
っ
て
、
既
存
の
法
と
関
連
し
、
現
に
存
す
る
事
実
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
立
法
的
行

為
は
、
将
来
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
将
来
の
事
件
に
お
い
て
何
が
法
で
あ
る
べ
き
か
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
立
法
的
行
為
は
、
将
来
に
向
け
て
一
般
的
な
拘
束
力
を
有
す
る
規
範
を
定
立
す
る
行
為
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
準
司
法
的
行
為
は
、
規
範
を
具
体
的
な
事
実
に
適
用
す
る
行
為
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ニ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
法
的
性
質
と
司
法
審
査

伝
統
的
に
、
学
説
・
判
例
に
お
い
て
、
最
初
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
制
定
、
つ
ま
り
第
一
次
的
な
（
・
『
垣
目
一
）
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
決
定

（
釘
）

も
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
改
正
、
つ
ま
り
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
変
更
〈
再
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）
も
立
法
的
行
為
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
こ
の
よ
う
に
立
法
的
行
為
に
分
類
さ
れ
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正
に
か
か
る
司
法
審
査
の
基
準
は
、
謙
譲
的
な
審
査

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
六
九
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ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
司
法
審
査
の
基
準
に
つ
い
て
の
判
例
理
論
を
確
立
し
、
先
例
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
合
衆
国

最
高
裁
の
ご
筐
四
ｍ
の
。
｛
因
ロ
。
旨
く
・
シ
ョ
ウ
一
円
宛
Ｂ
Ｅ
Ｃ
（
）
・
》
函
『
国
ｐ
．
ｍ
．
②
忠
・
合
、
。
○
（
・
一
一
一
（
］
旨
①
）
（
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
判
決
）
で
あ
る
。

事
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
Ｘ
は
、
オ
ハ
イ
オ
州
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
村
に
六
八
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
売
却
す
る
か

工
業
用
に
開
発
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
村
議
会
は
、
ゾ
ー
ー
ラ
グ
条
例
を
制
定
し
て
、
当
該
土
地
の
一
部
に
つ
い
て
工

業
用
途
を
排
除
す
る
地
域
指
定
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
Ｘ
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
村
に
対
し
て
、
当
該
条
例
は
、
当
該
土
地
の
地
価
を
低
落
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
、
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
平
等
の
保
障
、
並
び
に
オ
ハ
イ
オ
州
憲
法

の
同
様
の
規
定
に
反
し
違
憲
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
そ
の
差
止
め
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
た
。

こ
の
判
決
は
、
「
こ
の
〔
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
〕
条
例
は
、
そ
し
て
す
べ
て
の
同
様
の
法
や
規
制
も
、
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の
ポ
リ

（
柵
〉

ス
パ
ワ
ー
の
行
使
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
よ
る
、
正
当
な
補
償
（
一
口
妨
弄
８
ヨ
ー

（
鋼
）

ロ
①
口
⑩
四
一
一
○
口
）
の
な
い
土
地
利
用
規
制
を
、
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
の
行
使
と
し
て
正
当
化
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
同
時
に
次
の
よ
う
に（
杣
）

述
べ
て
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
司
法
審
査
に
お
い
て
謙
譲
的
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
一
不
し
た
判
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

合
衆
国
最
高
裁
は
ま
ず
、
「
も
し
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
目
的
と
し
て
い
る
統
治
機
関
に
よ
る
分
類
（
§
の
⑰
言
８
言
。
）
が
正
当
に
議
決
し

（
机
）

得
る
（
宮
ご
ロ
の
９
国
ウ
一
・
）
も
の
で
あ
れ
ば
、
統
治
機
関
の
決
定
を
も
っ
て
規
制
を
行
う
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
。

そ
し
て
、
「
地
方
公
共
団
体
の
議
会
が
、
当
該
条
例
を
制
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
提
示
さ
れ
た
す
べ
て
の
理
由
、
す
べ
て
の
他
の
実
質
的

理
由
（
⑩
５
の
白
日
国
］
円
田
⑩
。
。
）
、
あ
る
い
は
十
分
な
理
由
（
皆
田
口
の
貝
【
８
⑪
。
□
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
議
会
に
関
わ

る
問
題
を
取
扱
う
の
は
裁
判
所
の
職
分
（
己
『
。
ご
ヨ
８
）
で
は
な
い
。
我
々
は
、
地
方
公
共
団
体
の
条
例
に
示
さ
れ
た
政
策
の
賢
明
さ
（
ａ
、
‐

基
準
と
な
る
。

ゾ
ー
ニ
ン
野

最
高
裁
の
ヨ

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
七
○
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９
．
日
）
あ
る
い
は
適
切
さ
（
ぬ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
の
問
題
に
つ
い
て
何
も
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
市
民
の
大
部
分
が
そ
れ
ら
〔
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
〕

（
犯
）

に
不
満
な
の
で
あ
れ
ば
、
頼
る
べ
き
も
の
は
裁
判
所
で
は
な
く
、
投
函
不
用
紙
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

こ
の
判
決
は
、
権
力
分
立
の
原
則
を
根
拠
と
し
て
、
統
治
機
関
に
よ
る
行
為
が
、
正
当
に
議
決
し
得
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
適
法
性

の
推
定
（
□
『
の
鯵
ロ
ョ
目
・
ロ
。
命
ご
巴
目
ご
）
を
受
け
、
条
例
の
妥
当
性
は
、
司
法
審
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
合
衆
国
最
高
裁
が
示
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
対
す
る
謙
譲
的
な
司
法
審
査
の
基
準
の
採
用
を
多
く
の
州
裁
判
所
が
受
け
入
れ
、

そ
れ
が
よ
り
詳
細
化
さ
れ
、
判
例
法
に
お
い
て
、
謙
譲
的
司
法
審
査
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ル
１
ル
を
、

（
⑪
）
 

ジ
ェ
ロ
ル
ド
・
ケ
イ
デ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

（
例
〉

す
べ
て
の
適
法
性
の
推
定
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
適
法
性
に
有
利
な
よ
う
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
が
合

（
帽
）

理
的
で
あ
る
こ
と
が
、
正
当
に
議
決
し
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
地
方
公
辻
〈
団
体
の
統
治
機
関
の
判
断
は
、
支
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
不
適
法
で
あ
る
こ
と
を
、
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
（
ウ
の
］
Ｃ
己
四
『
８
⑫
・
目
こ
の
Ｑ
ｏ
Ｅ
耳
）
、
証
明
す
る
責
任
は
、
し
ば

（
妬
）

し
ば
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
を
争
う
当
事
者
に
課
せ
ら
れ
る
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
、
そ
れ
が
公
辻
〈
の
利
益
と
関
連
性
を
有
す
る
合
理
的
な

（
『
島
・
目
一
へ
『
８
の
。
。
：
一
の
）
、
あ
る
い
は
考
え
ら
れ
る
（
８
．
８
弓
：
一
の
）
基
礎
な
し
に
行
わ
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、
支
持
さ
れ
な
け
れ

（
抑
）

ば
な
ら
な
い
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
決
定
機
関
が
、
当
該
決
定
に
至
る
過
程
で
実
際
に
そ
う
し
た
基
礎
に
依
拠
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
無
関
係

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
裁
判
官
は
、
立
法
者
の
動
機
を
審
査
す
る
た
め
に
当
該
決
定
を
覆
い
隠
し
て
い
る
ベ
ー
ル
を
開
く
こ
と
を
禁
止

（
岨
）

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ス
ト
に
鑑
み
る
Ｌ
）
、
土
地
利
用
規
制
は
、
そ
れ
を
争
う
者
が
、
そ
れ
が
正
当
に
議
決
し
得
る
も（
相
）

の
で
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
当
該
規
制
が
一
定
の
合
理
的
な
基
礎
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
な
い
限
り
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
は
、
そ
の
司
法
審
査
に
お
い
て
、
適
法
性
の
推
定
を
受
け
、
謙
譲
的
な
審
査
基
準
の
対
象
に
な
る
。

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
川
）

一
七
一
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標
準
二
法
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
、
多
く
の
州
が
受
け
入
れ
た
一
貫
性
要
件
に
関
連
す
る
諸
制
度
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
一
九
五
七
年
の

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
最
高
裁
に
よ
る
【
・
域
の
⑰
ご
房
ぐ
・
『
・
言
口
の
三
℃
。
【
三
・
口
同
Ｏ
Ｂ
の
『
】
・
匿
三
・
］
・
］
、
←
』
⑫
」
し
圏
一
（
ご
ヨ
）
（
コ
ゼ
ス

（
別
）

ニ
ッ
ク
判
決
）
が
、
現
在
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
判
例
理
論
を
一
不
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
の
学
説
に
よ
る
一

貫
性
要
件
の
改
革
に
関
す
る
諸
提
案
、
一
部
の
州
に
お
け
る
制
定
法
改
革
と
判
例
法
の
変
化
は
、
す
べ
て
コ
ゼ
ス
ー
ー
ッ
ク
判
決
に
対
す
る

批
判
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
コ
ゼ
ス
ー
ー
ッ
ク
判
決
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

璽
墨
采
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ヒ
ル
ズ
バ
ラ
・
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
と
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
・
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
は
、
採
石
業
を
営
む
こ
と
を
目
論

む
訴
外
会
社
の
求
め
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
を
改
正
し
て
、
工
業
地
域
を
創
設
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
隣
の
土
地

所
有
者
ら
が
、
両
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
改
正
を
争
っ
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
ヒ
ル
ズ
パ

ラ
お
よ
び
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
が
そ
れ
ぞ
れ
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
が
、
一
貫
性
要
件
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
最
高
裁
の
判
断
は
、
ヒ
ル
ズ
バ
ラ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
関
す
る
判
示
部
分
に
示
さ
れ
て
い
る
。
土
地
所
有
者
ら
は
、
ヒ
ル
ズ
パ

ラ
の
条
例
改
正
が
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
に
適
合
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
授
権
法
が
定
め
る
要
件
に
違
反
し
、

権
限
逸
脱
に
あ
た
る
と
主
張
し
て
い
る
。
な
お
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
、
標
準
二
法
の
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
て
、
ま
ず
、
一
貫
性
要
件

を
含
む
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
授
権
法
を
制
定
し
、
次
い
で
都
市
計
画
授
権
法
を
制
定
し
て
い
た
が
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
七
二

こ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
司
法
審
査
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
、
「
正
当
な
議
決
可
能
性
の
ル
ー
ル
」
（
厳
一
［
一
］
Ｑ
の
９
国
こ
の
日
一
の
）
と
呼
ば
れ

（
釦
）

て
い
る
。第
三
節
標
準
二
法
に
お
け
る
一
貫
性
要
件
と
コ
ゼ
ス
ー
ー
ッ
ク
判
決
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制
定
あ
る
い
は
改
正
に
先
立
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
定
め
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ヒ
ル
ズ
バ
ラ
は
都
市
計
画
授

権
法
に
基
づ
く
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
決
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
最
高
裁
は
、
ま
ず
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
制
定
あ
る
い
は
改
正
に
あ
た
っ
て
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
要
否
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
同
州
が
次
の
よ
う
な
制
度
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
州
の
都
市
計

画
授
権
法
は
、
計
画
委
員
会
の
設
置
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
認
め
る
と
い
う
方
法
を
採
用
し
て
お
り
、
ゾ
ー
ー
ラ
グ
授
権
法
は
、

ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
つ
い
て
の
勧
告
を
行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
委
員
会
の
設
置
を
定
め
て
い
る
。
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
改

正
は
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
委
員
会
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
後
に
行
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
委
員
会
の
代
わ
り
に
都
市
計
画
授
権
法

に
基
づ
い
て
計
画
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
改
正
は
、
そ
の
条
例
案
が
事
前
に
計
画
委
員
会
に
提
出
さ
れ

な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
同

州
法
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
決
定
を
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
行
為
の
前
提
条
件
」
（
胃
の
『
の
Ｐ
巳
豊
の
（
Ｏ
Ｎ
・
己
局
胃
【
一
○
口
）
と
し
て
い
る
わ
け

次
に
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
授
権
法
に
い
う
「
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
」
と
都
市
計
画
授
権
法
上
の
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
の
関
係

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
同
州
で
は
、
ま
ず
ゾ
ー
ニ
ン
グ
授
権
法
が
制
定
さ
れ
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
制
度
が
発
達
し
、
そ
れ
を

総
合
化
す
る
試
み
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
将
来
の
開
発
を
目
指
し
て
、
そ
の
指
針
と
な
り
、
公
共
施
設
の
場
所
や
宅
地
分
割
の
規
制
な
ど

に
関
す
る
条
項
を
含
む
開
発
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
定
め
る
都
市
計
画
授
権
法
が
制
定
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う

な
経
緯
か
ら
す
る
と
、
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
授
権
法
に
い
う
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
が
、
都
市
計
画
授
権
法
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
同

一
の
も
の
で
な
く
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
要
件
に
従
う
必
要
の
な
い
こ
と
は
明
ら
か
」
で
あ
っ
て
、
「
ゾ
ー
ニ

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
七
三

（
魂
）

で
は
な
い
と
判
一
不
し
た
。
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十
九
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四

ン
グ
〔
授
権
〕
法
は
、
こ
の
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
が
、
こ
の
条
例
そ
れ
自
体
を
離
れ
て
、
一
定
の
目
に
見
え
る
（
己
亘
②
一
。
巴
）

（
調
）

形
で
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
す
る
。

さ
ら
に
、
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
」
と

い
う
文
言
は
、
あ
え
て
厳
密
な
定
義
を
示
す
ま
で
も
な
く
、
「
プ
ラ
ン
」
は
合
理
的
な
過
程
の
統
合
さ
れ
た
帰
結
を
意
味
し
、
「
コ
ン
ブ
リ

ヘ
ン
シ
ブ
」
は
断
片
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
か
ら
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
は
物
的
な
諸
事
実
と
の
関

連
性
お
よ
び
制
定
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
諸
目
的
と
の
関
連
性
に
配
慮
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
す
る
。
そ

し
て
、
プ
ラ
ン
は
最
終
的
な
帰
結
ｌ
こ
こ
で
は
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
ｌ
に
お
い
て
容
易
に
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
州

（
副
）

の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
授
権
法
は
そ
れ
以
上
の
｝
」
と
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。

コ
ゼ
ス
ー
ー
ッ
ク
判
決
が
示
し
た
一
貫
性
要
件
に
関
す
る
解
釈
を
整
理
す
る
と
、
第
一
に
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
決
定
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ

条
例
の
制
定
あ
る
い
は
改
正
の
前
提
条
件
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
は
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
は
同
一
の
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
の
決
定
的
な
理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
の
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
お
い
て
都
市
計

画
授
権
法
よ
り
も
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
授
権
法
の
方
が
時
間
的
に
先
行
し
て
制
定
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
に
コ
ン
プ
リ
ヘ

ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
は
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
に
お
い
て
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
｜
貫
性
要
件
は
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
が
独
立
し

て
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
貫
性
要
件
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
が
総
合
的
（
８
日
□
『
の
ゴ
の
。
い
ざ
①
）
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
い
し
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
か
ら
独
立
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
）
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ

ン
な
ど
の
、
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
プ
ラ
ン
と
、
よ
り
詳
細
に
、
か
つ
具
体
的
な
規
制
効
果
を
伴
っ
て
、
土
地
利
用
規
制
に
つ
い
て
定
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従
来
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
学
説
は
、
コ
ゼ
ス
ニ
ッ
ク
判
決
に
代
表
さ
れ
る
初
期
の
判
例
に
見
ら
れ
る
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
総
合
性
説
に
対
し
て

批
判
的
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
同
判
決
の
結
果
、
地
方
公
共
団
体
の
統
治
機
関
が
ゾ
ー
ー
ラ
グ
条
例
を
制
定
し
あ
る
い
は
改
正
す
る
際

（
妬
）

に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
実
体
的
な
基
準
の
存
在
し
な
い
状
態
に
な
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
コ
ゼ
ス
ー
ー
ッ
ク
判
決
で
示
さ
れ
た
解
釈
は
「
『
合
理
的
な
過
程
』
か
ら
の
逸
脱
が
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
改
正
過
程
に
お
け
る

不
適
切
な
悪
意
的
取
扱
い
を
〔
裁
判
に
お
い
て
〕
主
張
す
る
根
拠
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
窓
意
的
な
ゾ
１
ニ
ン
グ
の

改
正
に
対
す
る
一
定
の
防
護
装
置
を
提
供
し
て
い
る
」
も
の
の
、
「
実
際
上
、
ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
が
独
立
し
た
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
一
一

（
師
）

ン
グ
を
義
務
付
け
て
い
る
と
い
う
見
解
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
で
は
、
裁
判
過
程

が
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
事
項
の
中
か
ら
、
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
な
プ
ラ
ン
ま
た
は
政
策
を
「
発
見
す
る
』
過
程

（
銘
）

に
す
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
し
て
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
対
す
る
司
法
的
統
制
が
不
十
分
に
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
見
解
が

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
七
五

め
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
と
の
一
貫
性
を
求
め
る
規
定
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
な
い
。
む
し
ろ
、
プ
ラ
ン
は
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例

内
に
お
い
て
発
見
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
理
解
を
「
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
総
合
性
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
し
て
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
決
定
す
る
か
否
か
も
地
方
公
共
団
体
の
任
意
に
任
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・

プ
ラ
ン
と
は
異
な
る
と
解
さ
れ
た
結
果
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら

（
弱
）

ず
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
が
切
り
離
さ
れ
、
両
者
の
間
の
調
整
を
実
施
し
な
い
こ
と
を
可
能
に
す
る
解
釈
が
と
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

第
四
節
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
司
法
的
統
制
と
一
貫
性
要
件
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求
め
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、

（
弱
）

と
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
学
説
は
い
ず
れ
も
、
一
貫
性
要
件
に
よ
る
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
統
制
、
と
り
わ
け
そ
の
司
法
的
統
制
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
際
に
、
そ
の
後
支
配
的
と
な
っ
た
、
コ
ゼ
ス
ー
ー
ッ
ク
判
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
総
合
性
説
が
、

ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
司
法
的
統
制
の
実
効
性
あ
る
実
現
に
と
っ
て
不
適
切
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
ゾ
ー
ニ
ン

グ
条
例
に
対
す
る
適
法
性
の
推
定
に
よ
っ
て
、
そ
も
そ
も
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
が
、
正
当
に
議
決
し
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
違
憲
で

あ
る
場
合
を
除
い
て
、
裁
判
所
が
介
入
し
な
い
の
で
、
十
分
な
司
法
的
統
制
が
困
難
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
次
に
、
仮
に

裁
判
所
に
よ
る
介
入
が
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
コ
ゼ
ス
ニ
ッ
ク
判
決
に
お
け
る
よ
う
な
一
貫
性
要
件
の
解
釈
で
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ

条
例
が
総
合
的
な
配
慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
み
が
問
題
と
さ
れ
、
し
か
も
、
正
当
な
議
決
可
能
性
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
違
法
性
に
つ
い
て
の
挙
証
責
任
が
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
を
争
う
者
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
効
果
的
な
司

法
的
統
制
が
実
現
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
章
で
見
た
、
い
わ
ば
古
典
的
な
、
一
貫
性
要
件
と
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
司
法
審
査
を
め
ぐ
る
解
釈
を
変
更
し
、
ま
た
制
度
を
改
革
し

よ
う
と
す
る
試
み
が
、
一
九
六
○
年
代
以
降
、
判
例
法
と
制
定
法
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
章
以
下
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
七
六

あ
る
。
さ
ら
に
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
判
決
と
対
比
し
て
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
が
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
示
す
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
「
立
法
的
行
為
に
対
す
る
適
法
性
の
推
定
が
、
多
く
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
決
定
を
司
法
審
査
か
ら
保
護
し
て
い
る
」

（
１
）
②
恩
ワ
シ
ご
【
っ
亭
・
ロ
シ
Ｐ
巨
厨
・
詞
○
国
両
刃
閂
四
・
句
河
口
目
ｎ
国
伜
弓
エ
○
三
シ
の
面
・
宛
○
冒
再
『
の
つ
げ
シ
ｚ
Ｏ
ｐ
闇
ｇ
（
②
。
．
』
＄
垣
）
釦
丙
円
卓
『
尹
幻
ｏ
で
・
句
『
の
『
冒
し
ｚ
の
。
。
．
■
○
口
，
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⑫
］
Ｚ
の
匂
。
”
シ
Ｆ
ロ
ヨ
ロ
ロ
再
Ｐ
』
二
哩
呂
〈
］
胃
、
）
》
○
コ
色
『
｜
の
⑫
三
・
田
口
山
『
・
司
意
量
宮
吻
穂
式
ミ
ロ
再
邑
苫
尋
貫
冨
ゴ
ョ
自
苫
②
貝
０
．
罫
②
蔓
員
（
◎
苫
・
ｇ
Ｆ
ン
冨
俸
○
ｏ
ｚ
目
三
宅
・

で
百
田
．
⑪
認
（
』
①
患
）
》
Ｐ
の
◎
目
ａ
三
・
ｚ
の
一
ｍ
。
。
．
『
毒
③
ミ
ロ
恩
興
国
§
§
貝
②
§
昌
己
時
ご
罰
Ｄ
Ｃ
員
「
。
』
』
⑤
言
向
い
．
宛
向
く
．
］
ｓ
（
］
息
』
）
。

（
２
）
、
⑩
Ｑ
］
ロ
ロ
レ
ヱ
○
ｏ
ｚ
幻
シ
ワ
］
ロ
男
。
両
Ｚ
⑪
三
回
■
屈
宛
伜
弓
湧
○
言
鈩
の
口
・
詞
○
国
向
再
日
の
・
旧
シ
ヱ
ロ
ロ
目
で
■
シ
ヱ
ヱ
三
の
シ
ヱ
ロ
○
ｏ
ｚ
『
”
○
頤
炉
シ
室
⑥
』
・
車
ｌ
函
．
⑰
（
』
９
画
）
》
』
シ
ヱ
ロ
両
刃
‐

の
○
Ｚ
》
の
シ
冒
国
Ｏ
昌
一
Ｌ
舅
「
。
『
Ｎ
Ｃ
昌
之
・
垣
Ｉ
」
』
（
一
言
の
□
・
『
の
ぐ
園
。
ロ
ロ
］
【
の
：
２
コ
円
く
◎
二
ｍ
］
９
画
）
・
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
大
野
輝
之
『
現
代
ア
メ
リ
カ

都
市
計
画
－
１
土
地
利
用
規
制
の
静
か
な
革
命
－
１
』
一
二
頁
以
下
（
一
九
九
七
年
、
学
芸
出
版
社
）
、
北
原
鉄
也
「
ア
メ
リ
カ
の
都
市
計
画
（
一
）
」
法
学
論

叢
一
○
八
巻
六
号
二
二
頁
以
下
（
一
九
八
一
年
）
が
詳
し
い
ｓ

（
３
）
』
。
。
。
幻
・
Ｚ
○
一
○
口
》
Ｏ
○
量
冒
⑤
吾
§
②
ご
Ｑ
ト
＆
罰
＆
口
吻
③
国
口
討
司
貸
噛
炉
⑩
日
割
貰
囚
範
。
ご
ｐ
萬
只
弓
嵜
⑩
『
雨
ざ
の
ご
芒
．
』
⑭
勺
尹
目
Ｆ
幻
向
く
・
韻
〕
・
哩
誤
。
』
③
（
］
ｇ
⑫
）
．

（
４
）
的
⑯
③
句
』
臣
冨
菖
の
。
．
．
②
愚
冒
ロ
。
（
の
」
・
日
哩
呂
．
こ
の
他
、
標
準
二
法
起
草
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
同
□
「
冒
召
三
・
国
シ
⑪
闇
司
・
閏
○
三
三
・
巴
（
皀
患
）
６
ｏ
ｚ
‐

少
伊
Ｄ
Ｃ
困
少
の
三
『
シ
ョ
ョ
ロ
幻
西
』
Ｚ
宅
Ｆ
シ
ヱ
ニ
ヱ
○
澤
室
已
伊
シ
ヱ
ロ
ロ
ロ
ご
図
○
勺
冨
同
Ｚ
曰
○
ｏ
ｚ
弓
宛
◎
田
伊
ミ
ヨ
亟
麓
（
］
胃
］
）
》
二
○
一
○
Ｐ
量
・
昌
題
ｍ
Ｉ
単
巴
》
○
』
伊
ロ
向
、
】
同
両
国
ロ
、
宝

陣
宛
・
国
月
『
の
．
切
息
ミ
ヨ
・
｛
２
．
呉
篭
－
ｓ
参
照
。

（
５
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
注
記
一
四
に
よ
る
。
な
お
本
稿
に
お
け
る
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
と
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
の
引
用
は
、
目
胃
鈩
三
鬮
旨
少
ｚ
Ｅ
二
．
冒
切
ゴ
ヨ
ョ
向
》
シ

旨
○
口
目
伊
倉
ロ
ロ
ロ
目
５
塁
局
ｚ
『
○
８
両
（
］
⑫
ｇ
）
の
一
二
○
頁
以
下
に
収
め
ら
れ
て
い
る
付
録
Ａ
お
よ
び
付
録
Ｂ
に
よ
る
。
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
の
条
文
に
つ
い
て
は
、

デ
ィ
ビ
ッ
ド
．
Ｌ
・
キ
ャ
リ
ー
ズ
（
堀
田
牧
太
郎
訳
）
「
ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
』
（
一
九
九
四
年
、
法
律
文
化
社
）
に
資
料
Ｃ
・
１
と
し
て
、
脚
注
を
除
く
全

文
が
英
文
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
福
川
裕
一
『
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
三
九
頁
以
下
（
一
九
九
七
年
、
学
芸
出
版
社
）
は
、
標
準
一
一
法
に

つ
い
て
比
較
的
詳
細
に
解
説
を
し
て
お
り
有
益
で
あ
る
。

（
６
）
フ
ー
バ
ー
は
、
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
の
一
九
二
六
版
へ
の
序
文
（
一
九
二
四
年
二
月
執
筆
）
（
凰
冒
、
旨
］
し
三
面
⑫
三
国
目
園
冒
員
『
エ
向
巨
聿
「
Ｃ
向
Ｎ
Ｃ
旨
ｚ
の
四
ｓ

‐
山
云
（
】
忠
ｃ
）
）
に
お
い
て
、
「
そ
の
公
表
か
ら
一
年
以
内
に
、
全
面
的
に
あ
る
い
は
そ
の
一
部
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
｜
｜
州
が
ゾ
ー
ニ
ン
グ
授
権
法
を
制
定

し
」
、
「
同
様
の
制
定
法
が
、
四
つ
の
州
で
制
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
多
く
の
州
が
こ
れ
に
従
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
、

こ
の
モ
デ
ル
法
は
多
く
の
州
に
お
い
て
受
容
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
’
九
二
六
年
ま
で
に
、
四
三
州
で
こ
れ
と
同
様
の
授
権
法
が
制
定
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
（
ｏ
層
宮
鼠
司
召
冒
呂
伜
元
・
用
胃
⑰
．
⑭
§
日
ロ
。
（
の
」
・
呉
患
）
。
ま
た
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ー
が
一
九
五
五
年
に
公
表
し
た
論
文
よ
れ
ば
、
こ
の
論
文
を

公
表
し
た
時
点
で
フ
ロ
リ
ダ
州
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
お
よ
び
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
を
除
く
全
て
の
州
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
を
モ
デ
ル
と
し
て
都
市
計
画
授
権
法
が
制
定
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
（
国
息
『
・
的
§
日
。
○
（
の
】
．
ｇ
哩
団
）
。

（
７
）
Ｃ
少
昌
向
い
幻
・
富
シ
ｚ
□
国
勇
両
刃
・
←
シ
ヱ
ロ
ご
切
面
Ｆ
鈩
宰
「
臼
（
』
（
ず
．
」
②
垣
『
）
．

（
８
）
こ
―
―
］
、
晩
の
。
【
向
巨
○
］
昼
ぐ
・
鈩
白
こ
の
円
宛
Ｂ
一
口
Ｄ
Ｃ
・
凹
忌
□
．
⑫
．
』
愚
》
台
②
．
○
芹
・
ニ
ト
（
］
①
患
）
・

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

’
七
七
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（
皿
）
こ
の
概
念
規
定
は
、

園
②
（
巳
麗
）
に
よ
る
。

（
Ⅲ
）
。
『
（
》
認
〔
）
く
・
因
。
胃
。

（
吃
）
三
陸
ロ
⑫
二
の
亘
・
自
己
三

（
９
）
鷺
二

（］⑤②←）。
￣、￣、

１５１４ 
－プ、￣

（
Ⅲ
）
。
『
（
》
認
〔
）
く
・
因
。
僅
己
。
［
し
旦
巨
⑭
巨
目
の
日
。
、
二
一
］
一
ワ
ニ
『
ロ
、
局
○
ミ
ゴ
の
三
つ
⑤
］
シ
・
閨
□
］
ｓ
」
＆
（
ｚ
・
］
」
む
ち
）
・

（
吃
）
三
陸
ロ
⑫
二
の
一
旦
自
己
己
已
Ｃ
芹
の
』
Ｐ
具
９
℃
・
切
恩
貝
“
Ｃ
の
の
一
一
閲
ョ
四
二
く
・
ロ
の
一
戸
ロ
ロ
で
・
函
囹
宍
忌
・
］
窪
・
］
囲
い
・
三
・
閏
。
『
鼠
・
『
患
（
】
農
】
）
》
可
。
『
①
⑪
芹
Ｄ
Ｃ
ご
呉
『
Ｅ
◎
‐

【
】
Ｃ
口
○
○
．
ご
・
勺
一
ｍ
ロ
ロ
冒
頭
伜
Ｎ
Ｃ
ご
旨
、
。
○
ヨ
ョ
ゴ
・
◎
「
『
（
》
三
口
。
［
国
の
島
四
口
昌
壹
圏
③
シ
・
函
。
＠
］
『
》
隠
暉
（
●
。
ゴ
ゴ
』
患
『
）
引
司
騨
愚
【
】
Ｃ
ぐ
・
ロ
Ｐ
Ｃ
〔
Ｄ
Ｃ
Ｅ
ロ
［
『
Ｏ
○
日
‐

ョ
．
『
胡
・
◎
コ
ニ
農
三
コ
賎
一
（
）
ロ
Ｄ
Ｃ
ロ
ロ
Ｑ
・
巴
『
勺
・
臣
呂
．
日
（
。
『
』
召
函
）
》
Ｃ
三
三
○
○
○
己
の
『
昌
一
く
の
シ
艦
づ
く
，
の
臣
ロ
Ｑ
目
８
三
○
巨
員
四
冒
宛
自
呂
の
⑫
』
。
◎
・
ヨ
ニ
勺
・
臣

］
巴
］
」
』
］
』
（
ｚ
・
富
．
Ｑ
・
シ
ロ
ロ
・
』
垣
②
②
）
・
《
§
丼
＆
§
荷
只
『
囲
宅
・
Ｅ
Ｓ
画
（
三
・
三
』
』
雷
）
’

（
旧
）
本
件
は
、
土
地
所
有
者
が
、
そ
の
所
有
地
の
区
画
分
割
の
認
可
を
バ
ラ
に
命
ず
る
マ
ン
デ
ィ
マ
ス
の
令
状
を
求
め
て
争
っ
た
事
件
で
あ
る
。
な
お
、
同
州

は
標
準
二
法
を
モ
デ
ル
と
し
た
都
市
計
画
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。

（
ｕ
）
“
恩
］
亀
尹
・
丘
皀
毎
冨
．

（
咽
）
切
馬
シ
曰
こ
の
『
》
⑫
種
ご
日
ロ
。
（
の
⑭
二
日
届
一
（
ご
患
）
・

（
Ⅳ
）
合
衆
国
遜
法
の
邦
語
訳
は
、
宮
沢
俊
義
（
編
）
『
世
界
愈
法
巣
』
二
七
頁
以
下
〔
斎
藤
風
（
訳
）
〕
（
一
九
八
三
年
、
第
四
版
、
岩
波
譜
店
）
に
よ
る
。

（
旧
）
「
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
」
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
田
中
英
夫
『
英
米
法
の
こ
と
ば
』
五
二
頁
以
下
（
一
九
八
六
年
、
有
斐
閣
）
、
高
原
賢
治
「
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
『
警
察
権
能
』
の
理
論
の
展
開
（
一
）
～
（
二
．
完
）
」
国
家
学
会
雑
誌
七
四
巻
九
Ⅱ
一
○
号
一
一
二
頁
以
下
、
一
一
Ⅱ
一
二
号
二
○
頁
以
下
（
’
九
六
一

年
）
、
寺
尾
美
子
「
己
○
一
一
８
つ
。
急
の
『
と
自
治
体
」
法
学
教
室
一
六
五
号
三
五
頁
以
下
（
一
九
九
四
年
）
参
照
。

〈
旧
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
］
□
目
○
畳
の
胃
『
目
伜
宛
Ｃ
冨
胃
⑫
．
⑫
§
日
。
。
－
の
』
『
琵
孟
患
参
照
。

（
卯
）
功
①
⑤
三
シ
ｚ
□
恩
【
男
・
切
屋
茸
ロ
ロ
日
の
『
》
ｇ
⑫
』
』
』
・

（
幻
）
切
恩
ご
ロ
の
二
『
・
函
：
少
酉
】
Ｚ
・
邑
・
圏
』
＄
・
農
』
三
・
く
。
、
．
旨
』
雷
・
困
酊
三
・
両
・
画
○
＄
『
（
＄
＆
）
．
⑫
馬
具
目
○
四
『
ョ
の
ｐ
ｐ
Ｆ
Ｃ
賄
昌
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
の
ロ
一
》
、
８
。
一
・
百
‐

冒
冒
（
胃
（
富
め
・
ミ
９
百
「
弓
。
「
討
白
蔦
切
冒
ミ
ロ
ミ
ミ
冒
昌
§
（
宛
§
⑮
ミ
ミ
璽
甸
§
ミ
ミ
記
恩
・
菖
貸
函
・
巴
、
○
胃
ェ
・
巨
・
Ｆ
・
宛
図
・
患
二
・
四
患
（
Ｓ
『
⑰
）
》

ｚ
Ｃ
ｌ
ｏ
曰
・
切
踵
百
日
。
（
》
冨
四
・
呉
型
鈎
鍾
Ｉ
葛
④
．

（
配
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
富
１
①
②
言
・
四
目
『
・
昏
澤
⑥
８
己
§
８
員
暮
○
○
冒
冒
暮
図
い
ざ
⑯
更
§
．
ｇ
田
富
く
・
Ｐ
・
胃
『
・
巨
段
．
』
】
爵
－
ニ
ヨ
（
ご
詔
）
『

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
七
八

②
恩
］
・
冒
三
・
距
・
君
の
一
］
倖
ロ
山
く
己
］
・
勾
巨
脇
・
帛
盲
菖
昌
品
ご
駒
・
恩
員
》
伺
由
菖
買
国
。
。
（
身
３
富
。
冒
蜀
恩
鈎
宛
周
・
菖
愚
②
冒
貝
旨
軋
“
・
呂
司
．
、
．
］
・
］
③

弓
島
出
一
の
画
齊

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
最
高
裁
の
富
目
印
〔
｝
①
巨
伜
⑫
三
の
（
一
・
百
ｐ
ぐ
・
弓
・
三
目
・
｛
三
の
⑫
（
。
『
：
ｍ
Ｐ
－
ｇ
ｚ
・
］
・
伊
・
］
』
、
．
＄
⑭
シ
・
函
圏
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（
鈍
）
②
恩
］
【
『
園
。
目
印
三
国
男
陣
幻
目
目
『
の
．
坊
§
『
国
。
□
忌
凹
．
ｇ
ご
鱒
］
の
『
Ｃ
ｌ
旦
切
・
【
範
且
の
貝
伊
冒
巨
‐
ロ
恩
殉
凋
冨
昏
一
画
・
園
・
記
旦
一
○
§
』
｛
曾
冒
ロ
」
員
自
己

記
８
愚
員
ご
冨
宛
」
ご
】
』
蜀
暮
③
」
ご
○
（
冒
苫
｛
§
鳶
昌
目
（
再
【
ヨ
「
）
・
露
□
刀
■
．
Ｆ
シ
ミ
・
ざ
］
》
』
９
－
℃
（
］
ｇ
］
）
》
弓
豈
○
ョ
、
⑩
。
・
勺
の
］
冨
日
》
Ｃ
瞳
ロ
②
こ
萱
昌
○
昔
（
宛
囲
ｇ
‐

『
愚
興
起
Ｑ
）
ゴ
ミ
局
ミ
ミ
ビ
目
暮
⑩
ｍ
ご
烏
「
□
○
○
時
旨
琶
色
蔑
＆
薯
③
（
〉
冒
匂
時
稔
曽
Ｑ
記
圏
員
『
§
尽
員
①
］
・
伊
シ
ヱ
ロ
ロ
の
向
陣
同
Ｚ
『
目
・
Ｐ
．
瞳
②
》
瞳
③
－
匿
画
（
Ｓ
程
）
》

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
七
九

（
ｍ
）
こ
こ
で
い
う
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
マ
ッ
プ
と
は
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
地
区
を
地
図
で
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
テ
キ
ス
ト
と
は
マ
ッ
プ
に
お
い
て
示

さ
れ
た
個
々
の
地
区
に
適
用
さ
れ
る
規
制
の
内
容
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
鋤
）
国
の
盲
】
目
．
⑫
§
己
皀
◎
毎
画
Ｐ
貿
色
・

（
鋼
）
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
司
法
審
査
に
つ
い
て
は
、
小
高
剛
一
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
１
１
ゾ
ー
ニ
ン
グ
法
理
の
動
向

‐
ｌ
Ｌ
今
村
成
和
教
授
退
官
記
念
『
公
法
と
経
済
法
の
諸
問
題
（
下
）
』
一
○
五
頁
以
下
二
九
八
二
年
、
有
斐
閣
）
が
有
益
な
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

な
お
、
荒
秀
「
ア
メ
リ
カ
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
訴
訟
に
お
け
る
原
告
適
格
」
筑
波
法
政
二
号
四
五
頁
以
下
（
一
九
七
九
年
）
も
参
照
。
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
司
法
審
査

に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
そ
の
司
法
審
査
対
象
性
と
原
告
適
格
が
問
題
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
二
つ
の
文
献
で
紹
介
さ
れ
て
い

グー、〆角、

３０２９ 
－〆～￣

（
鍋
）
シ
］
辱
の
□
国
の
ヰ
ョ
、
貝
ご
冨
量
夙
尽
『
四
国
豊
』
②
蜀
目
苫
国
言
種
簿
忌
日
蜀
愚
罪
弓
少
三
屈
酉
。
』
ｚ
Ｑ
『
忌
冨
（
］
垣
台
）
》
円
の
己
旦
員
旨
殉
ご
鈩
冒
目
Ｃ
印
画
『
『
乏
冨
室
・

口
国
鈩
冒
丙
向
日
。
シ
昌
勺
巨
冒
量
。
勺
馬
目
⑫
台
（
こ
ぢ
）
・
本
稿
に
お
け
る
引
用
は
、
Ｑ
国
少
冒
胃
○
ｓ
シ
貴
国
冒
菖
ｚ
の
国
周
鬮
に
よ
る
。

（
鯛
）
員
・
菖
侭
．

～￣、グー、￣、

２７２６２５２４ 
、－ゲ、－〆～〆～ン

が
詳
し
い
。

（
鋼
）
こ
の
掻

く
「
鳫
蔦

□
昌
一
の
］
幻
・
巨
自
：
一
戸
の
『
・
己
穂
罰
○
荷
旦
暮
、
ト
・
§
（
〉
○
量
ご
「
§
§
い
ざ
③
国
冒
冒
ト
冒
具
ロ
恩
爵
曾
冒
§
．
『
一
言
目
ト
・
胃
『
・
忠
Ｐ
ｇ
」
ｌ
ｇ
Ｐ
（
」
召
の
）

る
｡ 

一
）
こ
の
趣
旨
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｂ
Ａ
脚
注
三
六
に
お
い
て
も
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
六
条
の
「
位
置
及
び
程
度
の
概
略
」
と
い
う
文
一
一
一
一
口

は
、
「
実
際
に
行
わ
れ
る
利
用
や
建
設
に
際
し
て
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
な
正
確
で
詳
細
な
位
置
あ
る
い
は
技
術
的
な
計
画
お
よ
び
細
目
事
項
を
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
含
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

一
）
功
恩
ご
自
号
房
負
い
§
日
ロ
。
｛
①
圏
向
己
皀
と
三
・

一
）
向
ロ
ミ
レ
目
冒
・
国
患
麗
司
・
日
農
三
少
閏
目
石
Ｅ
ｚ
〈
］
⑤
器
）
。

負

畠
国
。
②
（
の
『
Ｉ
③
喚

」
＆
・
四
片
⑭
単
－
露
←
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（
鯛
）
【
い
］
こ
の
目
的
黛
茸
ロ
ゴ
◎
芹
の
鷺
・
呉
隼
９
－
℃
・

（
“
）
、
馬
⑩
，
聴
用
ロ
、
印
の
回
ロ
『
・
国
一
旦
ｍ
・
冒
切
己
の
日
。
『
。
｛
句
『
、
ヨ
ヨ
、
。
包
曰
・
巴
③
三
・
国
・
山
口
患
Ｐ
ｇ
］
（
》
厨
脇
．
届
患
）
》
Ｐ
四
ｍ
ｍ
］
一
の
Ｚ
具
．
］

○
三
８
ｍ
Ｐ
函
】
］
・
函
□
鷺
』
』
鴎
ｚ
・
因
・
ｍ
Ｑ
Ｓ
Ｐ
①
届
（
乞
囲
）
・

（
妬
）
②
恩
③
・
叩
量
○
員
函
○
蔓
①
蔓
Ｄ
Ｃ
Ｅ
■
ｑ
○
○
巨
口
。
】
］
ぐ
・
ｍ
Ｃ
ユ
皀
頤
の
◎
貝
）
旨
『
少
・
唖
□
畠
②
》
認
］
（
三
。
・
ご
患
）
》
・
缶
四
ｍ
ｍ
］
］
の
》
胃
鼻
騨
戸
①
］
画
１
ｓ
②
．

（
妬
）
切
隠
ぐ
の
（
の
目
。
②
。
玲
司
○
円
の
一
ｍ
ロ
ゴ
閂
の
》
で
Ｃ
⑩
一
台
震
ぐ
・
Ｑ
ｑ
Ｃ
自
切
訂
四
ヨ
ワ
ｏ
ｇ
ｍ
ｂ
ユ
ロ
胸
ｍ
・
ヨ
、
田
・
画
旦
麗
切
》
忠
垣
Ｉ
震
］
（
Ｃ
○
一
○
．
］
胃
⑭
）
．

旨
』
ご
ョ
酔
扇
⑫
国

（
皿
）
←
『
⑫
．
ｎ
片
・
巴

（
蛆
）
国
・
呉
』
ｇ
・

（
鯛
）
【
い
］
こ
の
口
弘

（
“
）
、
馬
⑩
，
瞬
帛

（
鍋
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
高
橋
一
修
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
都
市
環
境
の
保
護
と
財
産
権
」
田
中
英
夫
（
編
）
『
英
米
法
の
諸
相
』
三
四
七
頁
以
下
（
’
九

八
○
年
、
宙
土
鼎
大
学
出
版
会
）
、
寺
尾
美
子
「
ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
計
画
法
の
発
展
と
財
産
権
の
保
障
（
一
）
」
法
学
協
会
雑
誌
一
○
○
巻
一
一
号
二
七
○
頁
・
三

一
五
頁
以
下
（
一
九
八
三
年
）
、
同
「
判
批
」
英
米
法
判
例
百
選
七
九
頁
（
一
九
九
六
年
、
第
三
版
）
な
ど
参
照
。

（
⑭
）
②
⑩
§
・
銅
西
目
『
》
い
§
日
ロ
。
（
の
侭
・
呉
巨
鳶
冨
己
の
ロ
．
“
§
日
ロ
。
芹
の
農
・
日
山
ｓ
－
さ
”
目
貿
］
の
⑫
Ｆ
・
段
の
日
目
》
恩
⑮
悪
『
且
貝
＆
筥
曹
骨
８
ａ
目
息

＆
尊
自
（
ご
量
ご
》
§
§
⑰
蔦
国
昌
鄭
レ
ミ
ざ
め
屋
閂
。
。
宛
§
Ｃ
首
』
厨
員
（
自
切
白
●
胃
」
く
③
＆
さ
『
具
）
評
（
⑨
量
目
ａ
員
》
何
艮
烏
冒
鳥
：
』
記
ミ
ミ
ミ
ド
§
且
口
簡
胃
彊
‐

旨
』
ご
ョ
恥
忌
め
『
図
ｍ
ｏ
Ｚ
Ｆ
・
幻
向
く
’
９
』
》
③
］
Ｃ
Ｉ
Ｓ
二
（
】
患
『
）
》

（
Ⅲ
）
←
『
⑫
．
ｎ
片
．
ｇ
』
屋
．

⑰
。
Ｐ
③
つ
』
ロ
や
③
⑭
）
・
印
③

（
邦
）
角
②
・
○
戸
呉
』
屋
・

（
鍋
）
こ
の
点
に
つ
い
〒

（
師
）
切
隠
⑤
・
い
【
８
口
の
『
ぐ
・
Ｑ
ｑ
ｏ
帛
勺
ｏ
耳
］
四
国
ロ
》
噂
ｇ
勺
・
忠
の
》
囲
む
（
○
円
』
侭
⑰
）
一
Ｃ
ｏ
ｐ
ｐ
の
］
］
】
ぐ
・
Ｑ
ｑ
Ｃ
（
甸
昌
『
『
一
の
二
毛
ｍ
『
家
］
』
○
三
○
，
②
戸
障
。
］
》
函
麗
ｚ
，
回
・
』
。

⑰
９
．
③
つ
』
（
］
や
③
⑭
）
’
印
恩
自
房
Ｃ
回
向
ロ
の
同
ｚ
同
冨
Ｄ
Ｃ
臼
ド
ロ
ヱ
・
日
國
向
い
』
二
「
○
句
冨
口
昌
口
勺
少
炉
Ｄ
Ｃ
幻
囿
○
刃
レ
ヨ
○
ｚ
②
唖
圏
・
函
⑫
、
呉
酊
＄
（
②
。
．
」
、
金
）
。

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
八
○

い
の
ｍ
ｇ
Ｐ
“
§
冒
自
Ｃ
冨
酉
」
・
巳
忠
ｍ
ｌ
韓
冨
．
な
お
、
一
貫
性
原
則
が
形
成
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
フ
ロ
リ
ダ
州
最
高
裁
は
、
準
司
法
的
行
為
に
適
用
さ
れ

る
厳
格
な
審
査
基
準
に
つ
い
て
、
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
と
の
厳
格
な
適
合
性
の
必
要
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
」
り
、
「
こ
の
文
言
は
、
土
地
利
用
決

定
に
対
す
る
審
査
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
場
合
と
、
い
く
つ
か
の
憲
法
訴
訟
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
厳
格
な
審
査
の
類
型
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
と
で
、
区

別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
国
已
。
（
Ｄ
Ｃ
目
ご
Ｃ
Ｏ
ロ
】
ロ
】
イ
⑬
。
［
厚
Ｃ
ぐ
』
ａ
ｏ
Ｃ
目
こ
ぐ
．
、
口
己
９
ｓ
『
⑫
。
・
医
』
＄
・
亀
、
（
国
凹
』
毛
②
）
）
。

（
弱
）
固
頓
句
、
②
目
Ｐ
ｇ
『
勺
・
旨
呉
騨
『
》
②
ロ
】
□
の
『
『
・
ロ
一
］
。
【
伊
四
戸
の
罫
ｓ
ｏ
Ｐ
②
亀
田
・
旨
⑬
『
」
》
ヨ
②
（
○
○
］
。
］
旨
⑰
）
》
の
。
］
ロ
の
ロ
『
・
Ｑ
ｑ
ｏ
｛
。
『
の
『
］
目
旦
顧
『
丙
》

⑰
霞
石
・
哨
旦
］
』
Ｐ
届
、
（
【
“
ロ
・
］
雪
⑫
）
・

（
鯛
）
言
…
｜
の
出
・
｜
…
○
・
日
…
§
…
…
劃
…
慧
匿
１
割
：
…
ミ
…
…
・
鱈
…
…
匡
凰
…
塵
○
富
・
…
舅

】
⑫
Ｃ
・
』
⑫
心
－
』
四
ｍ
（
」
①
『
函
）

国
四
口
丙
景
○
茸
『
○
烏
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（
別
）
量
・
呉
『
Ｉ
“
・

（
弱
）
コ
ゼ
ス
ニ
ッ
ク
判
決
も
、
前
に
示
し
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
概
念
規
定
を
参
照
し
て
い
る
（
切
困
』
曽
尹
・
臣
日
ペ
）
。

（
妬
）
②
恩
勺
①
］
葛
日
切
§
日
ロ
。
（
の
態
・
呉
隠
甲
瞭
の
．
な
お
、
こ
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
も
の
の
、
各
州
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
授
権
法
に
お
い
て
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例

に
つ
い
て
一
定
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
れ
ら
が
ゾ
ー
ー
ラ
グ
条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正
に
際
し
て
、
ま
た
司
法
審
査
に
お
い
て
実
体
的
基
準
と
な

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
二
条
は
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
規
制
は
各
々
の
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
地
区
を
通
し
て
、
建
築
物
の
等
級
お
よ

び
種
類
ご
と
に
統
一
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
お
り
、
こ
れ
は
当
然
に
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
を
制
定
・
改
正
す
る
際
の
、
ま
た
そ
の
適
法
性
を

判
断
す
る
際
の
実
体
的
基
準
と
な
る
。

（
訂
）
富
、
且
の
］
丙
９
忽
ｓ
日
ロ
Ｃ
【
の
篭
・
呉
』
ｇ
・

（
閉
）
］
目
召
凰
の
富
国
月
俸
宛
○
周
胃
の
》
国
ｓ
日
ロ
。
｛
の
吋
一
禺
韓
］
・

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

’
八
一

_、グー、

５３５２ 
，－＝、－〆

（
奴
）
吻
恩
⑤
．
明
国
○
コ
二
一
購
『
・
『
○
三
口
Ｃ
【
弓
菖
①
国
Ｃ
ａ
．
』
ヨ
シ
・
唖
。
①
患
・
＄
『
－
９
ｍ
（
○
○
口
ロ
・
］
⑤
震
）
一
三
９
．
］
旨
の
『
ユ
ニ
旨
。
．
『
．
ご
く
国
師
戸
筐
ｚ
’
邑
・
函
旦
金
⑭
．
＄
四

Ｚ
，
因
・
印
・
西
口
曽
虫
②
函
四
・
②
巴
三
・
口
・
図
。
』
Ｓ
Ｐ
』
＆
』
（
三
・
曙
・
」
①
ゴ
）
》
、
。
］
〕
の
ロ
ぐ
・
○
耳
］
○
ｍ
Ｆ
ご
ロ
口
書
］
⑫
唖
三
・
因
・
函
○
詔
』
》
霊
、
（
富
、
の
⑫
』
患
⑥
）
・

（
佃
）
②
鳥
③
い
く
の
后
『
■
ｐ
ｍ
Ｃ
〔
句
。
『
の
】
、
。
二
二
ｍ
『
の
壱
雪
、
勺
，
画
已
ｇ
忠
⑤
ｌ
霞
巨
・

（
⑬
）
切
恩
。
・
嘘
一
旦
呉
麗
③
ｌ
震
］
・

（
帥
）
園
賎
］
閂
ご
富
』
【
目
の
｝
］
・
』
劃
』
ｎ
８
ａ
§
Ｂ
農
暮
色
〔
）
○
ミ
Ｃ
『
：
§
切
曾
。
辺
§
Ｌ
ご
》
⑮
宛
冴
。
＆
切
量
。
『
切
○
蔓
斡
ご
嘗
雪
。
「
量
Ｐ
③
］
．
Ｆ
シ
ヱ
ロ
ロ
閏
伜

冒
ご
冒
・
Ｆ
・
己
・
田
（
］
②
ｇ
）
瓠
で
の
｝
日
『
Ｐ
い
§
日
ロ
。
｛
⑦
農
向
（
』
念
》
の
』
⑦
目
。
Ｐ
い
§
ミ
ロ
・
芹
の
一
戸
呉
①
」
］
．
な
お
、
小
高
剛
は
こ
の
ル
ー
ル
を
「
判
断
余
地
基

準
」
と
邦
語
訳
し
て
い
る
（
小
高
・
前
掲
注
（
鍋
）
’
二
○
頁
）
。

（
皿
）
冨
自
：
戻
自
②
§
日
ロ
。
（
⑱
圏
・
』
【
ｇ
吟
目
三
国
己
］
・
叩
巨
一
冒
目
俸
伊
目
『
の
口
●
の
【
『
の
②
ｍ
の
］
》
ｐ
ご
§
ご
』
、
○
ｓ
⑬
ど
『
ミ
ー
ー
ー
記
曾
⑮
ご
且
駕
貫
一
浮
冒
愚
旦

暮
⑮
〔
〉
ミ
ミ
暮
曾
②
旨
③
ミ
ミ
記
圏
員
ミ
ヨ
§
一
迫
ロ
閨
・
Ｐ
。
シ
ｚ
Ｚ
・
鼠
色
（
］
召
、
）
．
な
お
、
コ
ゼ
ス
ニ
ッ
ク
判
決
以
前
の
一
貫
性
要
件
に
関
す
る
主
要
な
判

例
・
裁
判
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
。
ｇ
・
【
。
］
の
目
『
・
○
。
ご
酉
言
い
』
麗
三
・
く
・
切
・
霊
（
ｚ
・
く
・
印
息
・
ロ
・
】
②
誤
）
印
Ｃ
Ｏ
目
ｑ
ｏ
・
ヨ
ョ
ョ
『
：
『
シ
コ
ロ
の
シ
『
目
：
」
○
○
口
‐

貝
］
ぐ
．
三
四
『
ロ
・
念
鈩
・
臣
①
霞
（
ご
Ｑ
』
垣
念
）
》
司
巴
邑
昌
自
切
Ｃ
目
】
の
訂
『
］
少
②
③
ゴ
》
『
ご
ロ
・
ぐ
・
園
○
ヨ
コ
、
。
。
『
ゴ
ョ
ゴ
○
急
『
ｏ
ミ
ニ
○
帛
国
の
【
す
の
］
『
］
諸
Ｃ
Ｏ
目
ト
農
『
患

シ
・
悼
已
「
」
（
］
》
圏
）
印
印
己
の
回
弄
ロ
屋
自
ぐ
’
二
冒
豈
ｏ
ｎ
凹
口
Ｑ
ｏ
Ｃ
巨
回
ｇ
］
。
［
団
ｏ
ｎ
Ｃ
Ｅ
砲
声
◎
扁
三
Ｃ
鼻
苣
国
臼
ロ
【
】
の
］
。
。
』
』
し
・
画
已
『
］
団
（
ｚ
・
］
・
］
息
」
）
》
勾
四
切
嵐
ご
『
・
弓
○
ざ
ロ
ｏ
閉
三
○
『
‐

『
】
禺
○
ニ
ヨ
・
］
垣
⑫
・
］
巴
シ
，
画
ロ
⑬
『
ぬ
（
Ｚ
．
」
’
】
②
、
⑤
）
・

（
砲
）
一
段
少
・
酉
ｐ
ｇ
ｍ
－
『
．

』
［
浄
僅
一
ヨ
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メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
チ
ェ
ン
ジ
・
ミ
ス
テ
イ
ク
・
ル
ー
ル
（
＆
目
的
の
目
Ｑ
自
助
白
戸
の
『
巳
の
）
は
、
統

治
機
関
に
よ
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
決
定
を
、
①
最
初
の
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
制
定
、
つ
ま
り
、
第
一
次
的
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
、
②
地
方
公
共
団
体

の
区
域
全
体
を
対
象
と
す
る
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
の
変
更
、
つ
ま
り
、
総
合
的
再
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
③
地
方
公
共
団
体
の
一
部
の
み
を
対
象
と
す
る

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
変
更
、
つ
ま
り
、
部
分
的
再
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
の
三
つ
に
分
類
し
、
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
窓
意
的
に
な
さ
れ
る
可
能
性
の
高

（
１
）
 

本
章
に
お
い
て
は
、
コ
ゼ
ス
ニ
ッ
ク
判
決
以
降
の
一
貫
性
要
件
の
解
釈
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
司
法
審
査
に
関
す
る
諸
州
に
お
け
る
判

例
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
判
例
の
変
化
と
し
て
は
一
九
六
○
年
代
に
お
い
て
見
ら
れ
た
二
つ
の
動
向
が
あ
る
。
第
一
の
動
向
は
、

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
司
法
審
査
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
チ
ェ
ン
ジ
・
ミ
ス
テ
イ
ク
・
ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
基
本
的
に
は
標
準
二
法
と
同
様
の
制
度
を
前
提
と
し
つ
つ
、
判
例
法
の
レ
ベ
ル
で
ゾ
ー
ニ
ン
グ
総
合
性
説
を
再
検

討
し
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
位
置
付
け
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
こ
の
二
つ
の
判
例
の
動
向
に
限
定
し

て
検
討
す
る
。

第
二
章
一
貫
性
要
件
と
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
の
司
法
審
査
に
関
す
る
判
例
の
変
容

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

（
閲
）
⑫
巨
一
一
茸
四
．
伜
宍
『
の
⑩
の
の
］
。
②
騨
己
冒
口
○
《
の
臼
・
呉
ヨ
ー
器
．

第
一
節
チ
ェ
ン
ジ
・
ミ
ス
テ
イ
ク
・
ル
ー
ル

八
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い
部
分
的
再
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
き
適
法
性
の
推
定
を
排
除
し
こ
れ
を
よ
り
厳
格
に
統
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

チ
ェ
ン
ジ
・
ミ
ス
テ
イ
ク
・
ル
ー
ル
の
内
容
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
的
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
お
よ
び

総
合
的
再
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
法
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
強
い
推
定
が
働
く
の
で
、
部
分
的
再
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
正
当
化
す
る

た
め
に
は
、
第
一
次
的
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
誤
り
（
且
の
冨
丙
の
）
が
あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
他
状
況
の
実
質
的
な
変
化
（
。
冨
呂
の
）

（
２
）
 

が
生
じ
た
こ
と
を
一
不
す
証
拠
が
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ル
の
下
で
裁
判
所
は
、
部
分
的
再

ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
を
、
そ
れ
が
周
辺
地
域
の
状
況
の
変
化
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
従
前
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
誤
り
が

（
３
）
 

あ
っ
た
場
ム
ロ
に
の
み
正
当
な
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
、
コ
ロ
ラ
ド
州
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
、

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
お
よ
び
オ
レ
ゴ
ン
州
が
そ
れ
ぞ
れ
全
面
的
に
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
、
こ
れ
に
類
似
す
る

（
４
）
 

ル
ー
ル
を
採
用
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

チ
ェ
ン
ジ
・
ミ
ス
テ
イ
ク
・
ル
ー
ル
に
関
す
る
判
例
に
お
い
て
し
ば
し
ば
問
題
に
な
る
の
が
、
こ
の
ル
ー
ル
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
い

し
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
の
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
チ
ェ
ン
ジ
・
ミ
ス
テ
イ
ク
・
ル
ー
ル
の
下
で
行
わ
れ
る
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例

の
司
法
審
査
に
お
い
て
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
い
し
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
判
例
を
素
材
と
し
て
検
討
す
る
。
な
お
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
最
高
裁
に
あ
た
る
最
高
上

訴
裁
判
所
（
○
○
頁
（
。
｛
シ
ロ
ロ
の
四
一
⑰
具
三
ｍ
ｇ
菌
且
）
は
、
一
貫
性
要
件
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
コ
ゼ
ス
ニ
ッ
ク
判
決
と
同
様
の
立
場
を

訴
裁
判
所
（
（

（
５
）
 

と
っ
て
い
る
。

チ
ェ
ン
ジ
・
ミ
ス
テ
イ
ク
・
ル
ー
ル
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
と
し
て
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

が
、
□
９
．
○
点
○
○
口
ｐ
ｑ
Ｃ
Ｃ
目
】
日
夙
埼
。
『
勺
国
ｐ
８
ｏ
の
。
『
ぬ
の
雪
印
○
．
ロ
ロ
ゴ
『
・
回
Ｑ
Ｂ
ｏ
ｐ
Ｑ
⑪
》
函
ｇ
三
□
・
ｇ
Ｐ
ｍ
］
、
シ
・
置
函
＄
（
三
○
」
①
急
）
で

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

’
八
三
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法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
八
四

あ
る
。
同
事
件
は
、
農
業
住
宅
地
域
か
ら
多
家
族
住
宅
地
域
へ
地
域
指
定
を
変
更
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
改
正
を
求
め
る
住
民
か
ら
の

申
請
に
対
す
る
カ
ゥ
ン
テ
ィ
評
議
会
の
拒
否
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
カ
ウ
ン
テ
ィ
計
画
委
員
会
は
、
申
請
に
先
立
っ
て
決
定
さ
れ
て

い
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
こ
の
土
地
を
多
家
族
住
宅
地
域
に
相
当
す
る
地
域
指
定
を
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
た
。

最
高
上
訴
裁
判
所
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
、
計
画
委
員
会
に
よ
っ
て
評
議
会
に
対
し
て
示
さ
れ
る
長
期
的
な
将
来
に
向
け
て
の
指
針（
６
）
 

に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
氏
評
議
会
が
何
ら
か
の
決
定
を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
前
提
に
、
「
〔
マ
ス
タ
ー
〕
プ
ラ
ン
は
評
議
会
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
要
素
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
計
画
委
員
会
が
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
決
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
状
況
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
第
一
次
的
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
に
お
い
て
誤
り
が
あ
つ

（
７
）
 

た
こ
と
の
推
定
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
最
高
上
訴
裁
判
所
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
評
議
会
に
何
ら

の
義
務
づ
け
を
行
う
も
の
で
な
く
、
た
だ
評
議
会
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
最
高
上
訴
裁
判
所
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
チ
ェ
ン
ジ
・
ミ
ス
テ
イ
ク
・
ル
ー
ル
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
○
訂
ロ
ョ
目

ぐ
・
亘
・
貝
、
○
日
の
ｑ
ｏ
ｏ
Ｅ
ｐ
ｑ
ｏ
ｏ
目
・
】
］
・
路
①
冨
旦
・
量
」
》
函
『
】
シ
・
昌
一
患
（
＄
『
◎
）
に
お
い
て
、
よ
り
鮮
明
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

同
事
件
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
商
業
の
中
心
地
と
す
る
こ
と
が
勧
告
さ
れ
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
地
域
指
定
を
農
業
住

宅
地
域
か
ら
近
隣
商
業
地
域
に
変
更
す
る
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
改
正
を
住
民
が
争
っ
た
も
の
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、
「
第
一
次
的
な
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
の
誤
り
や
、
近
隣
地
域
に
お
け
る
そ
の
性
質
の
実
質
的
な
変
化
な
ど
の
よ
う
に
、
他
に
適
切

な
要
素
が
存
在
す
る
場
合
に
」
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
「
争
わ
れ
て
い
る
再
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い

（
８
）
 

て
判
断
す
る
正
当
な
要
素
と
な
る
」
と
い
う
。
し
か
し
、
誤
り
が
な
く
、
あ
る
い
は
変
化
が
生
じ
て
い
な
け
れ
ば
、
我
々
は
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
か
ら
離
れ
て
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
お
い
て
示
さ
れ
る
総
合
的
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
・
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
当
該
土
地
に
割
り
当
て
ら
れ
て
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（
９
）
 

い
る
分
類
が
優
越
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
ル
ー
ル
に
直
面
す
る
、
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
チ
ェ
ン
ジ
・
ミ
ス
テ
イ
ク
・
ル
ー
ル
は
、
裁
判
所
が
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
改
正
の
適
法
性
を
判
断
す
る
際
の
実
体
的
審

査
基
準
と
し
て
、
第
一
次
的
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
に
お
け
る
誤
り
の
有
無
お
よ
び
条
例
制
定
後
の
状
況
の
変
化
の
有
無
を
問
題
に
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
司
法
審
査
に
お
い
て
、
第
一
次
的
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
制
定
と
は
異
な
り
、
そ
の
部
分
的
な
改
正
に
対
し
て

は
、
無
限
定
な
適
法
性
の
推
定
に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
判
断
と
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
裁
判
所
は
、
チ
ェ
ン
ジ
・
ミ
ス
テ
イ
ク
・
ル
ー
ル
の
下
で
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正
に
あ
た
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
統
治
機
関
に
よ
っ
て
「
検
討
さ
れ
る
べ
き
要

（
Ⅲ
）
 

素
」
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
変
化
あ
る
い
は
誤
り
の
有
無
に
関
す
る
判
断
と
は
基
本
的
に
連
動
し
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
○
年
代
に
お
け
る
判
例
の
変
化
の
第
二
の
動
向
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で

出
さ
れ
た
四
つ
の
判
決
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
標
準
二
法
を
モ
デ
ル
と
す
る
都
市
計
画
制
度
の
下
で
、
い
ず
れ
も
コ
ゼ
ス

ニ
ッ
ク
判
決
が
示
し
た
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
総
合
性
説
を
見
直
し
、
土
地
利
用
規
制
に
お
け
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
位
置
付
け
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
位
置
付
け
に
関
す
る
判
例
理
論
の
転
換
を
よ
く
示
す
判
決
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
の
ち
に
先

例
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
な
り
、
学
説
に
お
い
て
も
広
く
参
照
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
節
一
貫
性
要
件
に
関
す
る
判
例
の
変
容

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
八
五
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法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
八
六

一イーブス判決とクリーパー判決、）
一
九
六
○
年
に
ペ
ン
シ
ル
ベ
｜
｜
ァ
州
最
高
裁
が
下
し
た
向
く
①
の
ぐ
・
ロ
○
日
目
国
。
．
。
【
シ
＆
臣
の
５
の
貝
・
［
Ｐ
Ｃ
三
の
『
の
ョ
］
。
①
且
『
Ｃ
ヨ
コ
ー

⑫
宮
つ
ち
」
勺
四
・
巴
一
．
』
震
シ
・
＆
「
（
＄
ｓ
）
（
イ
ー
ブ
ス
判
決
）
は
、
コ
ゼ
ス
ニ
ッ
ク
判
決
が
示
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
総
合
性
説
と
は
異
な

る
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
工
場
と
汚
水
処
理
場
の
建
設
を
目
論
む
訴
外
会
社
の
申
請
に
基
づ
き
、
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ

が
行
っ
た
、
住
宅
地
域
か
ら
制
限
的
工
業
地
域
へ
地
域
指
定
を
変
更
す
る
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
改
正
を
、
周
辺
住
民
ら
が
争
っ
た
も
の
で

あ
る
。
同
州
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
授
権
法
は
、
第
二
種
（
小
規
模
）
の
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
、
一
‐
コ
ン
ブ

リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
お
り
、
さ
ら
に
、
第
二
ク
ラ
ス
の
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
に
計
画

（
胆
）

委
員
会
の
設
置
を
義
務
付
け
て
い
た
。
計
画
委
員
会
に
は
、
当
該
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
の
た
め
の
、
正
式
の
「
デ
イ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
・
プ
ラ

と
の
作
成
と
決
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
農
業
、
住
宅
、
歴
史
、
商
業
、
工
業
そ
の
他
に
関
す
る
勧
告
を
示
す
も
の
で

｛
旧
）

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
状
お
よ
び
一
般
的
傾
向
の
検
討
結
果
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

ま
ず
裁
判
所
は
、
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
」
が
、
「
デ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
」
に
ど
の
程
度
類
似
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

（
Ｍ
）
 

な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
州
法
上
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
領
域
に
お
け
る
統
治
機
関

と
し
て
の
管
理
委
員
会
の
任
務
は
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
を
そ
れ
に
従
っ
た
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
規
制
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
で

あ
」
り
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
規
制
は
、
「
あ
ら
か
じ
め
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
の
一
般
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
お
い
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
」
、
そ

（
応
）

の
変
更
は
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
」
（
灯
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

同
判
決
は
、
判
決
文
に
お
い
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
と
は
別
個
に
、
独
立
し
て
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ

（
肥
）

ブ
・
プ
ラ
ン
が
決
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
領
域
で
管
理
委
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員
会
が
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
こ
と
を
そ
の
任
務
と
す
る
も
の
と
し
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
を
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ

ブ
・
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置
付
け
た
点
を
そ
の
特
色
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ー
ブ
ス
判
決
が
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
は
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
と
別
個
に
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た

点
は
、
後
の
Ｑ
①
閨
の
『
ぐ
・
田
．
。
【
し
巳
巨
⑪
芹
日
の
貝
○
ｍ
目
同
日
『
爵
ご
曰
。
ゴ
コ
②
ヨ
ア
』
匡
勺
口
・
函
貫
函
ｓ
シ
・
旨
色
函
（
］
や
量
）
（
ク
リ
ー

バ
ー
判
決
）
に
お
い
て
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
た
も
の
の
、
一
定
の
限
定
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
事
案
は
、
研
究
所
や
学
校
な
ど
が

隣
接
し
て
お
り
、
集
合
住
宅
の
建
設
を
禁
止
さ
れ
る
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
二
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
、
ガ
ー
デ
ン
・
タ
イ
プ
の
、
あ

る
い
は
グ
ル
ー
プ
・
タ
イ
プ
の
集
合
住
宅
が
許
容
さ
れ
る
地
域
に
変
更
す
る
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
改
正
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
最
高
裁
は
、
ま
ず
、
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
は
、
通
常
、
〔
ゾ
ー
ニ
ン
グ
〕
条
例
と
は
別
個
の
、
そ
れ
と

は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
州
議
会
あ
る
い
は
地
方
公
共
団
体
の
統
治
機
関
が
明
確
に
他
の
定
め
を
し
て
い
な
い
限
り
、
当
該

条
例
の
中
に
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
が
あ
る
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
当
該
条
例
そ
れ
自
体
が
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
で
あ

（
Ⅳ
）
 

る
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
は
、
「
土
地
利
用
あ
る
い
は
規
制
に
関
連

し
て
起
こ
り
得
る
全
て
の
問
題
を
厳
密
に
規
定
し
、
ま
た
は
、
回
答
を
詳
細
に
示
そ
う
と
す
る
『
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
」
を
想
定
し
、
あ

（
旧
）

る
い
は
そ
の
決
定
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
最
高
裁
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
が
含
ま
れ
る
、
あ
る
い
は

ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
そ
の
も
の
が
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
原
則
と
し
て
、
コ
ン
ブ
リ

ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
が
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
か
ら
独
立
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
八
七
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次
に
、
一
九
六
五
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
第
二
地
区
上
訴
裁
判
所
が
下
し
た
も
の
で
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン

を
基
準
と
し
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
と
を
強
く
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た

Ｑ
Ｆ
Ｃ
目
の
ぐ
・
○
幻
・
貝
丙
の
．
』
皆
○
巴
・
少
已
已
・
瞳
ゴ
ー
・
烏
○
四
一
・
幻
ロ
可
・
西
忠
（
］
①
３
）
（
オ
ロ
ウ
ネ
判
決
）
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

同
事
件
は
、
市
の
有
権
者
で
あ
る
Ｘ
ら
が
、
市
参
事
会
が
、
条
例
の
形
式
で
決
定
し
た
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
を
撤
回
す
る
か
、
あ
る
い

は
そ
れ
を
有
権
者
の
投
票
に
付
す
る
こ
と
を
命
ず
る
マ
ン
デ
イ
マ
ス
の
令
状
を
求
め
て
争
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
州
の
都
市
計
画
授
権
法

は
、
市
の
統
治
機
関
は
計
画
委
員
会
を
設
置
し
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
関
す
る
権
限
を
行
使
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た
が
、
統
治
機

（
ぬ
）

関
自
ら
が
そ
れ
ら
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
同
事
件
に
お
い
て
、
市
参
事
会
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
を
決
定

し
て
い
る
。
州
法
は
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
規
制
実
施
の
前
提
条
件
と
し
て
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
の
定
立
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま

（
鋤
）

た
、
一
貫
性
要
件
に
関
す
る
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
同
判
決
に
お
い
て
、
「
ジ
ェ
、
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
」
は
、
標
準
二
法

（
剛
）

の
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

同
事
件
に
お
い
て
直
接
的
に
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
の
決
定
に
対
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
可
否
が
争
点
に
な
っ
て
い
る
が
、
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
の
法
的
効
果
が
そ
の
前
提
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
こ
の
中
で
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
も
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
関
す
る
部
分
に
限
定
し
て
取
り
上
げ
る
。

裁
判
所
は
、
「
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
は
、
そ
れ
が
〔
内
容
的
に
〕
非
常
に
明
確
で
あ
る
場
合
に
は
、
市
の
全
て
の
土
地
お
よ
び
そ
の

将
来
に
お
け
る
開
発
に
直
接
的
な
効
果
が
あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
よ
り
具
体
的
な
〔
段
階
で
〕
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
実
現
す
る
こ
と
の
で

き
る
〔
事
項
の
〕
枠
組
み
を
示
し
、
詳
細
計
画
策
定
の
た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
こ
の
プ
ラ
ン

法
学
志
林

ニ
オ
ロ
ウ
ネ
判
決

第
九
十
九
巻
第
二
号

一
八
八
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
オ
ロ
ウ
ネ
判
決
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
は
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
全
体
の
枠
組
み
を
示
し
、
ゾ
ー
ー
ー
ン

グ
条
例
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
い
わ
ば
「
憲
法
と
し
て
の
性
格
」
を
有
し
、
い
っ
た
ん
決
定
さ
れ
る
と

統
治
機
関
の
裁
量
権
行
使
の
基
準
と
な
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
に
法
的
効
果
が
発
生
す
る
と
さ
れ
た
。

第
一
に
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
が
決
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
に
制
定
さ
れ
る
ゾ
ー
ー
ラ
グ
条
例
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
を
基
準

と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
適
法
性
を
審
査
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
と
の
適
合
性
が

ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
適
法
性
を
裏
付
け
る
重
要
な
証
拠
に
な
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
第
二
に
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
は
、
参
事
会
に
よ
っ

て
「
制
定
法
と
し
て
」
決
定
さ
れ
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
一
定
の
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
か
、
土
地
の
市
場
価
値
を
変
更
す
る

か
ら
、
そ
れ
は
、
部
分
的
に
は
一
般
的
な
文
言
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
多
く
の
場
合
特
定
性
が
あ
り
、
い
っ
た
ん
決
定
さ
れ
る
と
、

ま
さ
に
法
的
効
果
の
あ
る
も
の
と
な
る
と
す
る
。
第
三
に
、
宅
地
分
割
そ
の
他
の
開
発
は
、
必
然
的
に
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
と
の
関
係

に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
か
ら
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
は
そ
れ
自
体
が
実
質
的
に
統
治
機
関
の
裁
量
権
行
使
の
た
め
の
十
分
な
指
針
と
な

が
、
市
の
す
べ
て
の
将
来
の
開
発
に
関
す
る
憲
法
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
し
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

三
ユ
ー
デ
ル
判
決

最
後
に
、
一
貫
性
要
件
に
い
う
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
」
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
そ
の
後
の
理
解
の
方

向
性
を
示
し
た
と
も
い
え
る
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
最
高
裁
に
あ
た
る
最
高
上
訴
裁
判
所
の
□
。
①
］
］
ぐ
・
爵
凹
め
・
巴
三
目
・
臣
』
＄
・
畠
、
ｚ
・

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
八
九

は
次
の
三
点
で
あ
る
。

（
理
）

る
１
と
い
》
っ
。
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次
に
、
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
「
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
」
は
明
確
な
形
で
決
定
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
こ
の
文
言
は
む
し
ろ
、
再
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
が
当
該
地
方
公
共
団
体
の
「
土
地
利
用
に
関
す
る
諸
政
策
と
開
発
に
関
す
る
諸
計

画
」
に
抵
触
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
「
こ
れ
ら
諸
政
策
は
、
利
用
可
能
な
情
報
源
か
ら
、
と
り
わ
け
、
も
し
決
定
さ
れ
て

い
れ
ば
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
そ
し
て
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
そ
れ
自
体
と
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
・
マ
ッ
プ
か
ら
見
出
さ
れ

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
九
○

『
・
の
．
』
Ｑ
雷
②
》
圏
、
三
・
回
・
旨
＄
『
（
］
○
＄
）
（
ユ
ー
デ
ル
判
決
）
に
つ
い
て
見
る
。
こ
の
事
件
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
あ
る
い
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
建
設
を
阻
止
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
、
地
域
指
定
を
近
隣
商
業
地
域
か
ら
住
宅
地
域
に
変
更

す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
改
正
の
適
法
性
を
、
建
設
予
定
地
の
所
有
者
が
、
当
該
変
更
が
差
別
的
で
あ
っ
て
、
収
用
に
あ
た
り
、
ま
た
権

限
逸
脱
に
あ
た
る
と
主
張
し
て
争
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
授
権
法
で
は
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
に
つ
い
て
、

（
鍋
）

村
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
は
、
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
」
に
従
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
計
画

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
村
の
裁
量
に
任
せ
て
い
た
。
計
画
委
員
会
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
開
発
に
関
す
る
「
マ
ス
タ
ー

（
型
）

プ
ラ
ン
」
を
決
定
し
、
そ
れ
を
改
定
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

最
高
上
訴
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
一
貫
性
要
件
は
、
地
方
公
共
団
体
の
統
治
機
関
が
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
を
行
う
に
あ
た
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全

体
の
公
共
的
な
要
請
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
は

ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
の
本
質
で
あ
り
」
、
「
そ
れ
な
し
に
、
合
理
的
な
土
地
利
用
の
配
分
は
あ
り
え
」
ず
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
は
「
土

地
利
用
に
対
す
る
窓
意
的
な
規
制
か
ら
土
地
所
有
者
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
」
り
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
に
よ
っ
て
悪
意
的
に
な

さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
権
利
侵
害
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
地
方
公
共
団
体
の
統
治
機
関
は
一
貫
性
要
件
に
実
質
的
に
従
っ
て
い
な
け
れ
ば

（
錨
）

な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
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前
節
で
見
た
四
つ
の
判
決
は
、
基
本
的
に
は
標
準
二
法
を
モ
デ
ル
と
す
る
都
市
計
画
制
度
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
内
容
は
様
々
で
あ
る

が
、
土
地
利
用
規
制
に
お
け
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
位
置
付
け
を
変
更
し
よ
う
と
し
た
点
に
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
判

決
に
つ
い
て
、
チ
ェ
ン
ジ
・
ミ
ス
テ
イ
ク
・
ル
ー
ル
と
の
関
係
も
含
め
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
四
つ
の
判
決
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
ン
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
に
対
す
る
基
準
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
イ
ー
ブ
ス
判
決
と

ク
リ
ー
バ
ー
判
決
は
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
が
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
オ
ロ
ウ
ネ
判
決
は
、

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ン
が
裁
量
権
行
使
の
指
針
と
な
り
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
は
そ
れ
に
従
っ
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
ユ
ー

デ
ル
判
決
に
お
い
て
は
、
一
貫
性
要
件
は
再
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
が
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
に
抵
触
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る

と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
判
決
は
プ
ラ
ン
が
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
実
体
的
な
基
準
と
な
る
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
の
で

こ
の
判
決
は
、
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
を
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
本
質
」
と
捉
え
る
と
と
も
に
、
一
貫
性
要
件
が
土
地
所
有
者
の
権

利
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
点
に
最
大
の
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
貫
性
要
件
を
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
が
「
土
地
利
用

に
関
す
る
諸
政
策
と
開
発
に
関
す
る
諸
計
画
」
に
抵
触
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
解
し
、
そ
れ
を
示
す
、
し
か
し
独
立
し

て
存
在
し
て
い
な
い
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
を
発
見
す
る
際
の
一
つ
の
要
素
と
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
位
置
付
け
る
も
の
で
あ

る
。（
”
）
 

坐
の
つ
。
。

｛
妬
）

デ
Ｃ
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
判
決
は
、
一

第
三
節
判
例
に
お
け
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
位
置
付
け
の
変
容

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一

九
一
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法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
九
二

ま
た
、
ク
リ
ー
パ
ー
判
決
と
ユ
ー
デ
ル
判
決
に
お
け
る
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
授
権
法
上
の
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
」
の
文
言
に
つ
い

て
の
解
釈
は
、
一
貫
性
要
件
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
制
定
・
改
正
に
お
い
て
「
総
合
的
な
検
討
」
を
求
め
る
も
の
と
解
し
た
コ
ゼ
ス
ー
ー
ッ

ク
判
決
に
お
け
る
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ク
リ
ー
バ
ー
判
決
は
、
原
則
と
し
て
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・

プ
ラ
ン
が
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
ユ
ー
デ
ル
判
決
は
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
を
「
当
該
地
方
公

共
団
体
の
土
地
利
用
に
関
す
る
諸
政
策
と
開
発
に
関
す
る
諸
計
画
」
と
解
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
そ
れ
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
た
だ
、
ク
リ
ー
パ
ー
判
決
も
ユ
ー
デ
ル
判
決
も
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
プ
ラ
ン
が
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
に
お
い

て
発
見
さ
れ
る
余
地
を
残
し
て
い
る
。

下
級
審
判
決
で
あ
る
も
の
の
、
オ
ロ
ウ
ネ
判
決
で
は
、
デ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
が
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
の
基
準
に
な
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

た
た
め
、
そ
れ
に
は
、
土
地
所
有
権
に
対
す
る
法
的
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
事
件
は
そ
も
そ
も
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ

ン
を
市
参
事
会
が
条
例
で
決
定
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
ま
た
州
法
上
一
貫
性
要
件
が
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
般
化
す
る

（
鍋
）

（
卿
）

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
点
は
後
の
制
定
法
の
領
域
で
の
一
貫
性
要
件
に
関
す
る
改
革
の
試
み
に
お
い
て
も
参
照
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
か
ら
独
立
し
て
決
定
さ
れ
た
プ
ラ
ン
が
必
要
的
と
さ
れ
、
そ
の
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
に
対
す
る
基
準
性
が
強
調
さ

れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
オ
ロ
ウ
ネ
判
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ン
に
法
的
効
果
が
あ
る
か
否
か
が
当
然
に
問
題
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
検
討
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
’
九
六
○
年
代
に
出
さ
れ
た
四
つ
の
判
決
は
、
コ
ゼ
ス
ニ
ッ
ク
判
決
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
一
九
五
○
年
代
の
判
例
理

論
に
お
い
て
見
ら
れ
る
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
総
合
性
説
と
は
異
な
り
、
一
貫
性
要
件
の
解
釈
を
通
し
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
よ
り
積
極
的
な
役
割
を

与
え
、
プ
ラ
ン
を
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
基
準
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
ら
四
つ
の
判
決
に
お
け
る
試
み
と
チ
ェ
ン
ジ
・
ミ
ス
テ
イ
ク
・
ル
ー
ル
と
は
方
向
性
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

前
者
は
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
よ
り
積
極
的
な
機
能
を
付
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
「
検
討

さ
れ
る
べ
き
要
素
」
と
す
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
そ
の
機
能
を
重
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
前
者
は
プ

ラ
ン
を
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
の
基
準
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
後
者
は
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
の
適
法
性
を
判
断
す
る
際
に
、

ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
と
は
別
個
に
存
在
す
る
実
質
的
な
状
況
の
変
化
あ
る
い
は
従
前
の
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
に
お
け
る
誤
り
の
有
無
を
審
査
基
準
と

し
て
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
で
両
者
は
、
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
の
決
定
お
よ
び
そ
の
司
法
審
査
に
何
ら

か
の
外
在
的
な
基
準
を
導
入
し
て
、
悪
意
的
な
権
限
の
行
使
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ

と
は
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
よ
り
効
果
的
な
司
法
的
統
制
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
未
完
）

（
１
）
【
○
㈱
の
②
已
穴
ぐ
・
『
○
二
口
、
言
ｂ
Ｃ
［
言
○
コ
涜
○
ョ
の
『
］
ご
筐
三
・
』
・
］
切
ら
］
屋
］
饅
・
唖
。
』
（
」
①
ヨ
）
．

（
２
）
②
③
③
○
・
頭
②
訂
ｓ
ｐ
ｏ
Ｃ
丙
冒
］
ロ
『
。
『
の
ョ
の
二
〔
ン
い
②
ゴ
』
二
○
ぐ
・
言
。
一
一
Ｃ
望
》
圏
四
三
Ｑ
・
園
ａ
一
馬
少
・
Ｅ
ｍ
ｓ
・
切
三
（
』
⑪
＆
）
一
三
胃
Ｄ
Ｃ
目
一
口
『
・
巴
・
・
命
○
・
口
貝
］

Ｄ
Ｃ
ヨ
ョ
薑
『
ｍ
『
。
『
で
１
．
８
Ｃ
の
。
『
的
の
．
②
ｎ
ｏ
ロ
ロ
ｑ
・
呂
函
冨
已
．
切
ら
・
⑭
Ｓ
シ
・
筐
』
圏
・
駕
塵
（
一
②
忠
）
》
三
○
○
ロ
ー
凹
目
シ
【
ｇ
Ｑ
冒
自
錠
シ
畷
ゴ
・
〕
。
。
ぐ
・
田
．
。
｛
。
。
ニ
ー

コ
ゴ
ｎ
ｏ
ヨ
ヨ
『
②
（
。
『
勺
『
一
口
ｇ
ｏ
の
Ｃ
『
媚
の
㎡
Ｄ
Ｃ
巨
口
Ｑ
・
筐
一
三
。
．
】
召
・
巴
②
シ
・
圏
｝
ｓ
』
団
（
］
の
ｇ
）
》
少
晒
ロ
①
の
一
目
Ｐ
｛
。
Ｃ
・
ぐ
・
百
ｓ
⑩
・
農
『
三
二
・
ｍ
届
田
山
シ
・
丘

ヨ
ヨ
（
后
ｓ
）
聿
乏
の
一
一
ゆ
く
．
。
①
『
ロ
。
。
【
・
悼
麗
ニ
ニ
・
訊
一
・
画
困
シ
・
臣
『
色
．
『
巴
（
』
ｇ
①
）
》
印
巨
『
天
（
）
ご
｝
、
ヨ
『
・
Ｃ
２
ｐ
ｍ
爵
少
・
旨
造
『
Ｌ
ｇ
（
三
巳
』
召
Ｃ
）
。

（
３
）
出
隠
ロ
ン
ヱ
ー
雲
ア
ニ
ン
ヱ
ロ
両
貝
月
》
Ｐ
シ
ｚ
□
ど
の
両
Ｆ
シ
ミ
瞳
］
（
』
房
・
皀
召
）
。

（
４
）
］
少
ｚ
Ｃ
ｍ
宛
、
○
三
㎡
シ
三
同
国
、
レ
ヱ
Ｐ
ら
二
○
句
凶
○
三
三
○
胃
⑨
－
唾
９
（
酵
宮
の
□
・
『
の
ぐ
】
⑪
一
○
ロ
ワ
ご
【
Ｃ
ロ
己
の
言
西
・
く
○
コ
、
ご
患
）
．

（
５
）
例
え
ば
、
一
八
エ
ー
カ
ー
の
土
地
に
つ
い
て
、
製
造
業
と
精
密
機
械
の
組
み
立
て
業
を
営
も
う
と
す
る
経
営
者
に
よ
る
、
そ
の
地
域
指
定
を
住
宅
地
域
か

ら
制
限
的
製
造
業
地
域
に
変
更
す
る
こ
と
を
求
め
る
申
請
に
対
し
て
市
が
行
っ
た
許
可
を
、
周
辺
住
民
が
納
税
者
と
し
て
の
資
格
で
争
っ
た
■
貝
【
弓
・
巴
６
（

Ｎ
Ｃ
日
ロ
領
レ
ロ
ロ
の
四
一
ｍ
。
【
恩
］
三
目
】
◎
目
○
Ｃ
目
冨
・
瞠
云
三
。
・
念
》
｝
盟
少
・
呂
麗
（
＄
ヨ
）
に
お
い
て
、
最
高
上
訴
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
コ
ン

ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
は
、
現
在
の
お
よ
び
予
測
さ
れ
て
い
る
将
来
の
状
況
に
則
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
区
域
を
用
途
地
域
（
房
の
曰
印
日
、
厨
）
に
分
割

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貫
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
九
三
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（
川
）
い
の
ｎ
口
し
ｚ
馬
Ｆ
詞
・
ニ
ン
君
□
景
嵐
向
康
目
国
同
Ｎ
Ｃ
宮
ｚ
Ｑ
Ｃ
ｐ
目
筥
筥
鈩
巴
（
」
召
』
）
・

〈
ｕ
）
忠
で
シ
’
⑫
ヨ
シ
『
・
か
雪
ｇ
四
・
ｓ
【
ご
ｍ
ご
』
③
←
シ
・
唖
旦
貿
己
・

（
肥
）
認
冠
シ
・
切
司
少
筥
・
溌
司
＆
］
－
⑤
ご
臼
・
白
二
コ
晩
ご
』
霞
鈩
’
山
口
呉
』
つ
・

（
田
）
切
恩
一
望
勺
・
閨
皀
菖
ご
ロ
・
鱒
宛
○
国
厨
宛
門
筥
・
シ
ヱ
ロ
匝
思
Ｃ
Ｚ
伜
国
勾
己
、
同
国
・
幻
。
⑩
三
】
の
》
勺
屏
シ
男
爵
易
の
Ｎ
Ｃ
潔
冒
○
件
⑫
已
切
目
ぐ
国
○
努
夛
②
ロ
ョ
ョ
ン
訂
く
つ
『
⑫
『
シ
『
ご
‐

『
○
再
く
い
シ
ミ
』
Ｚ
②
つ
の
日
揮
閂
面
⑬
』
蝕
引
（
】
垣
⑤
③
）
・

〈
Ｍ
）
］
量
尹
・
臣
呉
］
Ｐ
裁
判
所
は
、
こ
こ
で
、
コ
ゼ
ス
ニ
ッ
ク
判
決
と
、
次
章
で
見
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ー
の
論
文
（
Ｃ
宮
『
｜
の
⑩
三
・
函
筐
『
・
言
邑
ｎ
８
下

只
§
ｇ
巳
菖
Ｏ
Ｃ
ヨ
ｓ
『
ｇ
§
⑫
ご
Ｑ
国
§
・
患
函
寛
ぐ
．
ｒ
宛
こ
・
二
ｍ
《
一
（
ご
詔
）
）
を
参
照
し
て
い
る
。

届
）
量
・

（
燗
）
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
□
目
荷
］
幻
・
買
臼
且
。
一
戸
目
冨
一
の
記
・
荷
＆
（
薗
田
。
§
６
．
ご
§
鼻
§
譽
邑
ロ
ロ
ミ
再
ト
冒
巨
ロ
馬
宛
曙
鳥
（
§
．
『
一

三
『
２
・
伊
・
宛
図
・
患
垣
．
ｇ
⑤
ｌ
②
急
（
』
⑫
弓
）
が
あ
る
。

（
Ⅳ
）
四
ｓ
シ
・
画
旦
算
凸
凹
．

戸へ〆～ゴヘ－、

９８７６ 
－､－〆～ザ－ジ

（
卯
）
｛
兵
算
冨
・

（
幻
）
陣
愚
色
○

（
四
）
シ
ヱ
コ
同
力
め
。
Ｚ
陣
勾
○
塁
「
閂
Ｐ
“
黛
已
薗
皀
Ｃ
怠
』
車
・
禺
届
．

－、￣、

１８１７ 
－〆、■ゲ

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
二
号

一
九
四

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
及
び
建
物
の
用
途
を
規
制
し
、
指
示
す
る
た
め
の
一
般
的
な
プ
ラ
ン
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
可
能
な
限
り
で
公
共
の

利
益
に
最
も
適
合
的
な
用
途
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
個
々
の
土
地
所
有
者
の
利
益
に
対
す
る
保
謹
装
置
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
」
（
］
麓
尹
・
医
筥
＄
）
。

問
題
に
な
っ
て
い
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
は
「
製
造
業
制
限
地
域
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
を
構
成
す
る
も
の
で
あ

る
」
（
貢
・
）
。
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
の
個
々
の
条
項
に
鑑
み
る
と
「
こ
れ
ら
全
て
の
条
項
は
、
一
般
的
な
プ
ラ
ン
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
」
魚
ご
・
功
鳥
貝
②
。

。
、
脇
の
｜
『
・
一
三
昌
《
）
『
陣
ｂ
芦
豈
Ｃ
Ｏ
目
。
】
】
。
【
団
口
］
（
】
言
。
『
の
一
国
シ
・
旨
」
窓
藝
一
＄
（
宣
已
・
】
や
弓
）
．

竺
岑
舜
菖
画
屋
・
功
８
ｓ
房
○
ｍ
ｇ
○
両
。
。
ご
コ
芹
］
○
．
『
コ
ョ
．
『
鋲
［
ｃ
『
・
祠
『
ご
Ｃ
⑦
。
⑦
○
『
、
の
つ
い
Ｃ
Ｏ
巨
口
芹
］
ぐ
・
弓
印
甸
『
ご
睡
今
態
三
○
．
曽
切
暫
凹
】
⑬
崖
．
』
已
圏
②
。
①
患
（
］
②
＄
）
・

噂
ヨ
シ
暉
○
包
佇
一
切
『
．

貢 貢昌
一

凹
勗
シ
・
画
。
』
｛
凹
巨
’

切
隠
二
四
○
昌
口
罰
耳
『
・
呉
路
の
－
禺
露
。
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（
鋼
）
函
麗
Ｚ
・
臣
・
⑫
・
悼
○
呉
宕
Ｐ
麗
酊
ｚ
・
ロ
・
国
○
呉
巴
③
．

（
型
）
シ
ｚ
□
両
用
。
Ｚ
昏
元
Ｃ
望
自
。
。
②
窪
ご
己
目
Ｃ
后
』
塑
・
臣
］
二
ｌ
］
扇
・

（
弱
）
画
雷
Ｚ
・
『
・
め
・
暉
旦
昌
函
屋
１
選
』
・
麗
切
三
・
戸
・
唖
皀
員
や
言
Ｉ
③
二
・

（
顕
）
員
呉
忠
餉
・
函
誤
Ｚ
・
詞
・
蟹
呉
②
局
・
以
上
の
よ
う
に
判
示
し
た
上
で
裁
判
所
は
、
村
の
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
条
例
及
び
そ
れ
に
付
さ
れ
た
ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
・
マ
ッ
プ

の
中
に
「
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
」
を
見
出
し
（
函
窮
三
．
ご
・
ｍ
・
髄
、
【
忠
句
－
＄
『
］
圏
⑰
三
・
園
・
臣
酋
ｇ
ｇ
Ｉ
》
＆
）
、
本
件
に
お
い
て
争
わ
れ
て
い
る
再
ゾ
ー

一
一
ン
グ
は
、
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
プ
・
プ
ラ
ン
に
従
っ
た
も
の
で
な
い
の
で
、
権
限
逸
脱
に
あ
た
る
と
し
て
い
る
（
頁
醇
屋
富
蟹
切
二
・
回
・
屋
菖
や
ｇ
）
。

（
”
）
②
恩
二
四
己
の
一
戸
目
鋺
愚
『
画
。
◎
冨
冨
》
鷺
②
豊
‐
窟
』
・

（
躯
）
助
恩
仔
の
⑪
ヨ
の
『
Ｃ
Ｏ
ヨ
ョ
巨
昌
Ｃ
員
】
Ｃ
曰
⑪
』
ｐ
Ｐ
ぐ
。
Ｑ
ご
◎
『
三
ｍ
］
ロ
日
Ｃ
『
①
の
【
・
忠
Ｃ
凸
一
・
四
皀
認
←
』
。
○
凹
一
・
幻
耳
円
・
』
・
ｍ
１
Ｐ
ｇ
国
勺
・
悼
旦
望
『
・
零
麗
（
］
鱈
つ
）
・

（
酌
）
②
⑩
⑪
”
Ｃ
罵
汚
『
丙
・
三
国
２
弓
・
Ｐ
し
髭
。
□
蔚
皀
シ
Ｚ
ご
・
『
⑬
窪
両
Ｆ
貯
留
（
②
。
⑦
。
．
］
患
』
）
．

（
胆
）
以
上
、
量
・
鷺
麗
『
Ｉ
陣
屋
．

ア
メ
リ
カ
土
地
利
用
法
に
お
け
る
一
貨
性
原
則
の
形
成
（
上
）
（
西
田
）

一
九
五
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